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Ｘ 言 十 庭 汀 一 大 銅

森林計画区の概況
( １）自然的背景
紀北森林計画区は、本県の北部に位種し、和歌山市、海南市、橘本市、紀の川市、

岩出市、紀美野町、かつらぎ町、九度山町、高野町の５市４町により構成される区
域で、その面頑は1,169km2，県土面積の25%を占める。北部は葛城山(866m)を
主峰とする和泉山脈で大阪府に、東部は金剛山系と防城峰(768m)から陣ケ峰(1,106
m)を経て白口峰(1,110m)に至る紀伊山地脊梁で奈良県に、南部は生石ケ峰を主峰と
する長峰山脈で紀中森林計画区と接し、西部は紀伊水道、紀淡海峡に面している。
地形は、紀ノ川下流域に紀ノ川平野が開け、紀ノ川両岸及び貴志川には河岸段丘

が発達し、特に紀ノ川北岸に発達する段丘は広大である。山地は、生石高原やかつ
らぎ高原等で緩斜面が栂成されるほかは一般に急峻で、谷の多くはｖ字状で谷密度
も高い。起伏量は東部が大きく、海岸線に近づくにつれて小さくなる。
河川は、奈良県大台ケ原を水源とし、本計画区の大半を流域とする紀ノ川が、丹

生川、貴志川等の支流を合流しながら東から西に貫流し、紀伊水道に注いでいる。
なお、高野山に水源を有する有田川最上流部も本計画区に属する。
地質は、ほぼ紀ノ川に沿って東西に走る中央栂造線によって内帯（日本海側）と

外帯（太平洋側）とに分けられる。内帯は中生層に属し、和泉層群と称せられ、基
岩は主に砂岩と泥岩の互層からなる。外帯には三波川変成帯（古生層）が広く分布
し、基岩は緑色片岩、黒色片岩が主体となっている。
森林土壊は、ほとんどが褐色森林土壌によって占められているが、紀ノ川及び貴

志川沿いの平坦部、段丘部並びに海岸沿いには未熟土、赤黄色土、グライ土が分布
し、葛城山、三国山、生石ケ峰の尾根筋には黒ボク土が小面積で分布している。
気候は、比較的温暖で冬季は乾燥し、夏期は降水量の多い瀬戸内海気候区に属す

る。平成２２年の観測では、年平均気温は和歌山で17.1℃、かつらぎで15.0℃と比
較的温暖であるが、高野山ではll．２℃で、奥地山岳地帯はやや寒冷である。年降水
盆は、和歌山市で1,578mm、かつらぎ町で1,651mm、高野山で2,202mmであり、平野部
ではやや少なく、奥地山岳部でやや多くなっている。積雪は奥地山岳部を除いてほ
とんどない。

１

（２）社会・経済的背景
平成２２年における本計画区内の土地利用の現況は森林66,000ha(56%)、農地16,

235ha(14%)、その他34,636ha(30%)となっている。人口は平成17年国勢調査による
と総数66 2 , 0 2 1人で、県全体の64%を占めている。人口動態は、平成12
年と平成１７年の国勢調査を比較すると、全体で３．２％の減少となっている。大
半の市町村は減少気味で、特に紀美野町、かつらぎ町、九度山町、高野町は５％を
超える減少率を示すなど過疎化が依然として進行しているが、岩出市は京阪神、和
歌山市の通勤圏内新興住宅地として５％を超える増加率を示している。
産業別就業人口は平成１７年国勢調査によると総数３０４，６９３人で、うち第１

次産業は７％、第２次産業は２４％、第３次産業は６６％を占める。工業は本県経
済の中核都市である和歌山市を中心に、鉄鋼、石油等の北部臨海重化学工業地帯を
形成するとともに、繊維、化学、皮革、木材、漆器等の地場産業が立地している。
商業活動も和歌山市を中心に盛んである。農業は紀の川市、岩出市、かつらぎ町を
中心にタマネギ、柑橘類、モモ、橋本市、かつらぎ町、九度山町を中心にカキの産

- １ -
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ｒ

地が形成され、農業粗生産額は県全体の４６％を占める。水産業は和歌山市の加太
や雑賀崎などが中心となっている。

（３）森林計画区の概要
本計画区の森林面積は66 , 0 28 h aで、森林率は56%と県森林率77%を大き
く下回っている。奥地山村地域の高野町・九度山町・紀美野町では70%を超える
が、紀ノ川沿いあるいは海岸沿いの市町村では一般に低く、和歌山市・海南市・岩
出市では４０％に満たない。森林面積の内訳は民有林63 , 0 6 5 h a、国有林2 ,
935haで民有林が森林面積の96%とほとんどを占めている。地域森林計画対
象民有林は、62 , 8 1 1 h aで、うち人工林58%、天然林39%となっており、
県人工林率６０％を僅かに下回っている。蓄積をみると、人工林は14,449千ms(39
5ms/ha)、天然林は4,293千ma(174ms/ha)である。人工林の樹種別面積割合は、
スギ４８％、ヒノキ４５％である。天然林は広葉樹が８０％を占めている。人工林
の齢級構成の割合をみると、保育施業の必要な９齢級以下の林分が３１％、木材生
産が可能な１０齢級以上の林分が６９％を占める。
経営面での実態を見ると、地域森林計画対象民有林のうち、公有林５％、公団及

び公社有林１％、団体有林５％、会社有林５％、個人有林８４％となっている。私
有林の経営規模別実態では、5ha未満の所有者は88%を占め、１所有者当たりの平
均面積は2.8haである。また、私有林の不在村者の所有森林面積割合は28%とな
っている。
森林の施業については、過去５年間で主伐により４９千m3の素材が生産され、奈良

県桜井・吉野方面への出荷が多い。伐採造林届出の集計等によると平成２２年度の
主伐が43haとなっており、間伐は実績調べで1,186ha実施されている。本計画区内の
製材工場数は48工場で、国産材2千m3，外材41千maの素材を入荷し、製品33千m3を出
荷している。
本計画区内の森林は、木材生産のほか水源かん養、山地災害防止等の公益的機能
を有しており、県民生活の安定と向上に重要な役割を果たしてきた。本計画区では
特に都市近郊の森林が多いことから、今後一層の機能の発揮が期待され、また、保
健・教育・文化的な場としての機能の発揮が益々要請されることが予想される。

’

’

口 前計画の実行結果の概要及びその評価．
本計画区にはスギ・ヒノキに代表される豊富な森林資源があるにも関わらず、急峻
地形や木材価格の低迷により林業収益性が悪化し、結果として伐採立木材積につい

２

１
な地形や木材価格の低迷により林業収益性が悪化し、結果として伐採立木材積につい
ては、計画総数の687千m3に対し34%に当たる235千m3と低位な状況である。
特に主伐については、227千m3の計画量に対し22%に当たる49千m3と低位な状況であ
る。
人工造林及び天然更新に係る実行状況については、上記主伐の低位な実行状況を受
けて、計画総数の1,234haに対し19%に当たる231haと低位な状況である。
林道の開設又は拡張に係る実行状況については、既設林道等の既存ストックの積極

的な活用、また、迅速に整備が可能な作業道の整備と高性能林業機械の積極的な活用
による搬出間伐を主とする低コスト林業を推進した結果、開設計画41kmに対し3%に当
たる1kmと低位な状況である。
保安施設の数量に関する実行状況については、森林の有する公益的機能、特に水源

滴養機能への期待の高まりを受けた保安林の指定が計画の190haに対し90%に当たる
171haの実行と概ね計画量に達している状況である。

’
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また、その機能の高度発揮に向けた保安施設事業等の実施状況については、計画総
数91地区に対し116％に当たる106地区の実行と高位な状況である。
要整備森林の施業の区分別面積の実施状況については、計画していた全ての要整備

森林において、計画的に森林整備が実施されたことにより、解消することができた。
林地の異動については、主として京阪神への通勤圏内新興住宅用地として開発が進

められたことにより、住宅等の建物敷地への異動が全体の57％に当たる120haを占めて
いる。
今後、国産材需用の高まりや１０年後における伐採利用可能な面積の倍増を好機と

とらえ、林道・作業道等の計画的な整備と併せ、高性能林業機械の積極的かつ効率的
な活用による間伐材の搬出を主とする低コスト林業の推進と、主伐と再造林の繰り返
しによる循環型施業を更に加速させる必要がある。
また、森林資源の積極的な活用と併せ、特に水源の酒養や県土の保全に寄与する森

林にあっては、保安林の指定や保安施設等の設置により、適切な管理を推進し森林の
有する公益的機能の高度発揮を図る必要がある。

３計画樹立に当たっての基本的な考え方
森林は、木材等林産物を供給する経済機能はもとより、水資源のかん養、県土の保

全及び保健文化等の公益的機能の発揮を通じて、地域住民の生活と深く結びついてい
る。更に、近年森林が生物多様性の保全に寄与し、地球環境の保全に資する二酸化炭
素の吸収・固定源として重要な役割を果たしていることについての認識が深まりつつ
あるなかで、森林に対する県民の要請は、益々多様化、かつ高度化してきており、森
林の担う役割はより一層重要なものとなってきている。しかしながら林業を取りまく
情勢は、住宅着工戸数の減少等による木材需要の減少、木材価格の低迷等により厳し
さを増している。一方、本県の森林資源は年々蓄積が充実してきており、利用に向け
た適期を迎えている。
このような状況の中で、健全で公益的機能の高い森林の造成と森林資源の活用を推

進するため、搬出を伴う間伐等により適正な森林整備の実施を一層図ることが必要で
ある。
また、生活に密着したふれあいの場、森林浴の場、健康的な活動の場、都市・山村

交流の場としてなど、森林空間を様々に利用する森林の総合利用に対応した多様な森
林資源の整備を推進する必要がある。
さらに、これらの森林整備の展開基盤として、低コスト林業の推進と紀州材の需要

拡大を目的に、路網の整備促進等生産、流通及び加工段階における条件整備を流域一
体となって積極的に取り組むことが必要である。
このとき、すべての森林には多種多様な動植物や土壌生物が生息・生育しており、

それらの生態系の保全に配慮した施業を通じて多様な林齢の森林を造成すること等が
生物多様性の保全につながることに十分注意する必要がある。
本計画区の森林を地帯区分すれば、高野町を中心とする奥地森林地帯と貴志川上流

森林地帯及び紀ノ川あるいは海岸沿いの里山森林地帯に分類される。奥地森林地帯は、
計画的、総合的な森林施業の推進、林道等の整備、機械化の推進等林業生産基盤の整
備充実等により林業生産性の向上を図るとともに、森林組合の育成強化、林業後継者
の育成確保等を推進し、流域林業の発展と、高野龍神国定公園等を中心とした森林の
公益的機能の維持増進を図る°また、貴志川上流森林地帯については地理的に有利な
地域であるにもかかわらず、一部地域を除いては計画的な林業生産が低位にあったた
め、この地域においても奥地森林地帯に準じた方向で林業の振興を図るものとする。
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なお、都市化の進んだ里山森林地帯については、奥地森林地帯に準じた林業施業を展
開するものとするが、都市に近接し住民の森林に対する要求度も高いことから、林業
生産面よりむしろ公益的機能の充実に重点をおき、県土の保全や、保健・文化・教育
的な利用を図る。
また、国土利用計画と整合を保ちつつ本計画の推進に向け、流域管理システムや市

町村森林整備計画及び森林経営計画の効率的な実行に努める。
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立 言 十 画 雲 軍

計画の対象とする森林の区域
地域森林計画の対象とする森林の区域は次のとおりである。

（ 単 位 面 菰 : h a )

第１

１．計画の対象とする森林の区域は、森林計画図において表示する区域内の
民有林とする。
２．本計画の対象森林は、森林法第10条の2第１項に基づく林地の開発行為の許
可制、同第10条の7の2第１項に基づく森林の土地の所有者となった旨の届出制
及び同第10条の8第１項に基づく伐採及び伐採後の造林の届出制の対象となる。
３．森林計画図は和歌山県庁及び海草振興局、那賀振興局、伊都振興局に備え
付け閲覧に供する。

(注）
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９, ６１９
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１

第 森林の整備及び保全に関する基本的な事項

森林の整備及び保全の目標その他森林の整備及び保全に関する基本的な事項

（１）森林の整備及び保全の目標
森林の整備及び保全に当たっては、森林の有する多面的機能を総合的かつ高度
に発揮させるため、適正な森林施業の実施や森林の保全の確保により健全な森林
資源の維持造成を推進することとする。具体的には、まず木材生産機能の高い地
域においては、施業の集約化した区域内での基盤整備と機械化による低コスト林
業を推進し、木材を持続的かつ安定的に供給することとする。また、本計画区は
地形が急峻で降雨量も比較的多く、豪雨による災害が過去幾度か発生しているこ
とから、山地災害防止機能や土壌保全機能に配慮した森林づくりが必要である。
さらに、本計画区の大半を占める紀ノ川流域は下流に県内最大の都市である和歌
山市を抱えるとともに、紀中計画区の有田川流域最上流の森林も本計画区に含ま
れていることから、洪水防止と生活、農業、工業用水の水源として水源酒養機能
の維持増進について配慮が必要である。同時に本計画区は県内総人口の約６割が
居住し県土の都市的利用の最も進んだ圏域であることから、特に都市周辺森林に
ついては快適環境形成機能の発揮を図る必要がある。また、本計画区には、瀬戸
内海国立公園、高野龍神国定公園、金剛生駒紀泉国定公園、高野山町石道玉川峡
県立自然公園、龍門山県立自然公園、生石高原県立自然公園の６自然公園ととも
に世界遺産に登録された高野山町石道などがあり、その地域の森林については自
然環境の保全と保健・レクリエーション機能や文化機能の維持増進に努める必要
がある。
以上のことなどを勘案して、森林の有する木材等生産、水源酒養、山地災害防

止／土壌保全、快適環境形成、保健・文化及び生物多様性保全の各機能ごとに、
その機能発揮の上から望ましい森林資源の姿は次のとおりである。

木材等生産機能･・・・･林木の育成に適した森林土壌を有し、適正な密度を保ち、形
質の良好な樹木からなる成長量の高い森林であって、林道等
の生産基盤が適切に整備され、効率的な森林施業が可能な森
林とする。

水源酒養機能・・・・・・･下層植生とともに根系の発達が良好であり、水を蓄える隙間
に富んだ浸透・保水能力が高い土壌を有する森林であって、
必要に応じて浸透を促進するような施設等が整備されている
森林とする。

山地災害防止機能･･･根系が深く、かつ広く発達している森林で、落葉層を保持し
／土壌保全機能適度の陽光が入ることによって、下層植生の発達が良好な森

林であって、必要に応じて土砂の流出・崩壊を防止する施設
等が整備されている森林とする。

快適環境形成機能・・・大気の浄化、風や騒音等の遮蔽能力が高く、かつ諸害に対す
る抵抗力があり葉量の多い樹種によって構成されるなど快適
な生活環境を保全する森林とする。

- ６ -



｜

保健・文化機能・・・・･海岸・渓谷等と一体となって優れた自然美を構成する森林、
（生物多様性保全自然とのふれあいの場として住民等に憩いや学びを提供して
機能を含む）いる森林であって、必要に応じて保健・レクリエーション・

教育的活動に適した施設が整備されている森林とする。
史跡・名勝等と一体となって潤いのある自然景観や歴史的風
致を構成している森林であって、必要に応じて風致のための
施設が整備されている森林とする。
原生的な森林生態系を保持し、学術的に貴重な動植物の生息、
生育に適している森林とする。

(２）森林の整備及び保全の基本方針
森林・林業の振興、山村の発展及び県民の福祉の向上のため、森林の有する多

面的機能が総合的かつ高度に発揮されるよう、育成単層林施業、育成複層林施業、
天然生林施業等の実施や森林の保全の確保により健全な森林資源の維持造成を図
る。具体的には育成単層林における保育・間伐の積極的な推進、広葉樹林化、針
広混交林化を含め、人為と天然力を適切に組み合わせた多様性に富む育成複層林
の整備、天然生林の適確な保全・管理等に加え、保安林制度の適切な運用、スギ
等の花粉発生の抑制対策の推進等により、立地条件に応じた森林資源の整備及び
保全を図ることとする。
また、効率的な森林施業、適正な管理経営に欠くことのできない林内路網の整

備に当たっては、林地及び自然環境の保全に配慮しつつ積極的に整備することと
する。
さらに、森林の有する各機能の充実と機能間の調整を図り、多面的機能を総合

的かつ高度に発揮させるため、森林の構成、森林の有する機能、林道の整備状況、
社会的要請等を総合的に勘案し、市町村森林整備計画において、それぞれの森林
の有する機能に応じて、(1)で掲げる機能の維持増進を図るべき森林に区分するこ
ととする。これらの区分ごとに望ましい森林資源の姿に誘導していくための森林
の整備及び保全の基本的な考え方等は以下のとおりである。

①木材等生産機能
森林施業の推進に当たっては、効率的かつ安定的な木材資源の供給を基本と
し、施業の集団化や機械化を通じた効率的な整備により、木材等生産機能を維
持増進させる必要のある森林について、木材需要の動向、地域の森林栂成等を
考慮のうえ、良質な木材を計画的かつ持続的に生産できる森林に誘導するため
の森林整備及び保全を推進することとする。

②水源酒養機能
森林施業の推進に当たっては、高齢級の森林への誘導を推進することを基本
とし、伐採にともなう裸地化の縮小、分散化や天然力の活用により、水源滴養
の機能を維持増進させる必要のある森林について、浸透・保水能力の高い森林
土壌の維持及び根系、下層植生の良好な発達が確保され、林木の生長が旺盛な
森林などに誘導するための森林整備及び保全を推進することとする。

③山地災害防止機能／土壌保全機能
森林施業の推進に当たっては、高齢級の森林への誘導を基本とし、長伐期施

業や複層林施業を推進するとともに、伐採にともなう裸地化の縮小、分散や天
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然力の活用により、山地災害防止や土壊保全の機能を維持増進させる必要のあ
る森林について、根系、下届植生の良好な発達が確保され、林木の生長が旺盛
な森林などに誘導するための森林整備及び保全を推進することとする。

④快適環境形成機能
森林施業の推進に当たっては、地域の快適な生活環境の保全・創出を基本と
し、長伐期施業や複層林施業の推進により、快適環境形成の機能を維持増進さ
せる必要のある森林について、多様な樹種・林層からなる森林、葉量の多い樹
種で構成され、諸被害に対する有効性・抵抗性の高い活力ある森林に誘導する
ための森林整備及び保全を自然的条件及び社会的条件に応じて推進することと
する。

⑤保健・文化機能（生物多様性保全機能を含む）
森林施業の推進に当たっては、憩いと学びの場の提供や美的景観の維持・形

成、多様な生物の生育・生息の場の保全を基本とし、長伐期施業や複層林施業
の推進により、保健・文化機能（生物多様性保全機能を含む）を維持増進させ
る必要のある森林について、多様な樹種・林層からなる森林、クヌギ・コナラ
類や備長炭の原木となるウバメガシ等の郷土樹種を主体とする森林、原生的な
自然環境を保持し、貴重な動植物の生息・生育している森林などに誘導するた
めの森林整備及び保全を自然的条件及び社会的条件に応じて推進することとす
る。

１

(３）計画期間において到達し、かつ、保持すべき森林資源の状態等
森林の有する諸機能の発揮に対する要請、森林の構成等を考慮のうえ、多様

な森林の整備及び保全を計画的に推進する。
計画期間において到達し、かつ保持すべき森林資源の状態等を施業区分別に以

下のとおり定める。
①育成単層林

森林を構成する林木を皆伐により伐採し、単一の樹冠層を構成する森林とし
て人為により成立させ維持させる森林。

②育成複層林
森林を構成する林木を択伐等により伐採し、複数の樹冠層を構成する森林と
して人為により成立させ維持される森林。

③ 天 然 生 林
主として天然力を活用することにより成立させ維持させる森林。未立木地、

竹林等を含む。
単 位 面 積 : h a 蓄 積 : m 3 / h a

２その他必要な事項
な し

- ８ -

区 分 現 況 計 画 期 末

面
積

育 成 単 層 林
育 成 複 層 林
天 然 生 林

3６，５１２
７７

2４，６３４

3６，１００
5２０

2４，６４０

森 林 蓄 積 3０６ 3３４



第３森林の整備に関する事項

１森林の立木竹の伐採に関する事項
主伐は、更新を伴う伐採であり、その方法については、皆伐又は択伐によるもの
とする。
主伐に当たっては、森林に対する社会的要請、施業制限の状況及び木材の生産動

向等を勘案して、森林の有する公益的機能の発揮や森林生産力の維持増進に配慮す
ることとする。

(１）立木の伐採（主伐）の標準的な方法に関する指針
立木の伐採（主伐）の標準的な方法は、立木の伐採（主伐）を行う際の規範と
して市町村森林整備計画において定められるものとする。
主伐時期については、多様な木材需要に対応できるよう、地域の森林構成等を

踏まえ、生産目標に応じた林齢で伐採するものとする。
なお、人工林の主伐は、樹種ごとの生産目標に対応する直径（期待径級）に達
した時期に行うものとし、次表を目安として定める。

(注） １．主伐時期の目安とする林齢は、大径材にあっては地位級が２、その他の
地位級あっては３の地域を基準とする。
２．期待径級：胸高に相当する直径

伐採により発生する枝条等の処理については、降雨による流出及び後継樹等へ
の生育障害等を防止するため、適切に処理を行うものとする。
また、伐採後の適確な更新を確保するため、あらかじめ適切な更新方法を定め、

その方法を勘案して伐採を行うこととする。特に、伐採後の更新を天然更新とす
る場合には、天然稚樹の生育状況、母樹の保存、種子の結実等に配慮する。なお、
条件が劣悪なため、更新を確保するため伐採の方法を特定する必要がある森林に
おける伐採の方法については、択伐等適確な更新に配慮したものとする。

① 皆 伐
皆伐については、主伐のうち択伐以外のものとする。
皆伐にあたっては、自然的条件及び公益的機能の確保の観点から、’箇所あ

たりの伐採面積の規模及び伐採箇所の分散化に配慮するものとする。
林地の保全、落石・寒風害等の各種被害の防止及び風致の維持等のため必要

がある場合、また、伐採跡地の連続性を回避する必要がある場合は、幅20m

- ９ -

樹 種 標 準 的 な 施 業 体 系
生産目標 仕立方法 期待径級

主伐時期の目安

ス ギ 柱 材

大 径 材

中庸仕立
密 仕 立
中庸仕立
密 仕 立

２２cm
２２cm
３２cm
３０cm

４０年生
４０年生
８０年生
８０年生

ヒノキ 柱 材

大 径 材

中庸仕立
密 仕 立
中庸仕立
密 仕 立

２０cm
２１cm
２９cm
２７cm

４５年生
５０年生
８０年生
８０年生

マ ツ 一 般 材 中庸仕立 ２１cm ４５年生



．
の森林を保護樹帯として残置するものとする。
特に、転石等の堆積地で伐採により崩壊の危険性が高まる森林においては、

塊状の保護樹帯を設置することとする。
また、尾根筋や谷筋に生育している立木については、生物多様性の保全をは
じめとする多面的機能の維持増進を図るため保残を図ることとする。

② 択 伐
択伐については、主伐のうち、伐採区域の森林を構成する立木の一部を伐採

する方法であって、単木・帯状または樹群を単位として、伐採区域全体ではお
おむね均等な割合で行うものとする。
択伐にあたっては、森林の有する多面的機能の維持増進が図られる適正な林

分構造に誘導されるよう一定の立木材積を維持するものとし、適切な繰り返し
期間及び伐採率により効率的な施業の実施を行うこととする。

(２）立木の標準伐期齢に関する指針
立木の標準伐期齢は、地域を通じた標準的な立木の伐採（主伐）の時期に関す
る指標、制限林の伐採規制等に用いられるものである。具体的には、市町村の区
域に生育する主要樹種ごとに、次表に示す林齢を基礎として平均成長量が最大と
なる林齢を基準に、森林の有する公益的機能、平均伐採齢及び森林の構成を勘案
して定めるものとすること。
なお、標準伐期齢は、地域を通じた標準的な立木の伐採（主伐）の時期に関す

る指標として市町村森林整備計画で定められるものであるが、標準伐期齢に達し
た森林の伐採を促すためのものではない。

（単位／林齢：年生）
口
１

１
］

(注)海布丸太等特殊材生産に係るものには適用しない。

( ３ ） その他必要な事項
な し

１

-１０-

地 域 樹 種
ス ギ ヒノキ マ ツ クヌギ その賊鯛 そり雌謝

計画地域全域 ３５ ４０ ３５ １５ ５０ ２０



２造林に関する事項

（１）人工造林に関する指針
市町村森林整備計画の策定に当たっては、次の事項を指針として、市町村内の

気候、地形、土壌等の自然的条件、森林資源の構成、森林に対する社会的要請、
施業制限の有無、木材の利用状況等を勘案して造林に関する事項を定めるものと
する。

ア人工造林の対象樹種に関する指針
人工造林をすべき樹種は適地適木を旨として、木材の利用状況及び地域にお
ける造林種苗の需給動向等を勘案して定めるものとすること。
この場合、人工造林すべき樹種を定めるに当たっては、地域の自然的条件と

それぞれの樹種の特質、既往の施業体系、施業技術の動向等を勘案し、健全な
森林の成立が見込まれる樹種を定めるものとし、その際、多様な森林の整備を
図る観点から、このような考え方に当てはまる範囲内で、広葉樹や郷土樹種を
含め幅広い樹種の選定が行われるよう留意することとする。
また、次表に示す標準的な樹種以外の樹種を植栽しようとする場合は、林業

普及指導員又は市町村の林務担当部局とも相談の上、適切な樹種が選定される
よう留意するとともに、あらかじめそのような樹種を植栽すべき森林の区域が
特定できる場合には、当該区域に限って適用すべき旨を明らかにした上で樹種
を定めるものとする。
なお、造林樹種は、造林を行う際の樹種選択の規範として市町村森林整備計

画において定められるものとする。

イ人工造林の標準的な方法に関する指針

①人工造林の植栽本数
植栽本数は、主要樹種については、次表の植栽本数を基礎として、既往の

植栽本数及び施業体系を勘案して、それぞれの地域の実情に照らしてふさわ
しい多様な施業体系や生産目標を想定した、仕立ての方法別に定めるものと
すること。
また、複層林化や混交林化を図る場合の樹下植栽について、それぞれの地

域において定着している複層林や混交林化に係る施業体系がある場合は、そ
れを踏まえつつ、次表の植栽本数のうち「疎仕立て」に相当する本数に下層
木以外の立木の伐採率（材積による率）を乗じた本数以上を植栽することと
する。
なお、標準的な植栽本数の範囲を超えて植栽しようとする場合は、林業普

及指導員又は市町村の林務担当部局とも相談の上、適切な植栽本数を判断す
ることとするとともに、あらかじめそのような植栽本数を適用すべき森林の
区域が特定できる場合には、当該区域に限って適用すべき旨を明らかにした
上で植栽本数を定めるものとする。

- 1 1 -

標 準 的 な 樹 種

スギ、ヒノキ、アカマツ、クロマツ、クヌギ、コナラ、ケヤキ、コウヤマキ



注：（）書きの植栽本数については、単木的な処理等による効果的な獣害
防止対策が実施され、成林することが見込まれる場合に適用できる。

②人工造林の標準的な方法
・地栫えの方法
伐採木及び枝条等が植栽の支障とならないように整理することとし、気

象害や林地の保全に配慮する観点から、等高線に沿った筋置とするなどの
点に留意するものとすること。
・植栽時期及び植付け方法
気候その他の立地条件及び既往の植付け方法を勘案して植付け方法を定
めるとともに、適期に植え付けるものとすること。

ウ伐採跡地の人工造林をすべき期間に関する指針

① 皆 伐
森林資源の積極的な造成を図るとともに、林地の荒廃を防止するため、第
３の２の(3)で定める植栽によらなければ適確な更新が困難な森林に指定され
ている森林の伐採跡地については、当該伐採が終了した日を含む年度の翌年
度の初日から起算して２年以内に植栽するものとする。

② 択 伐
択伐による伐採に係るものついては、林冠の再閉鎖を見込むことができな

いものについては、当該伐採が終了した日を含む年度の翌年度の初日から起
算して５年以内に更新を図ることとする。ただし、ぽう芽更新が期待できる
場合は、この限りでない。’

(２）天然更新に関する指針
天然更新については、気候、地形、土壊条件等の自然的条件、種子を供給する

母樹の存在や天然稚樹の育成状況、周囲の森林の状況等からみて、主として天然
力の活用により適確な更新が図られる森林において行われるものとする。
また、早期の更新が見込まれない森林については、天然更新補助作業等を行い、

確実な更新を図るものとする。
なお、更新が完了していない場合で、更新補助作業等を実施しても更新が期待

できない森林については、更新に必要な本数を植栽し、更新を確保するものとす
る。

-１２-

樹 種 仕立て方法 植 栽 本 数 （ 本 / h a ) 備考

ス ギ
疎 仕 立
中庸仕立
密 仕 立

2,000(1,500)～3,000
４ 』 ０ 0 ０
６Ｐ ０００

ヒ ノ キ
疎 仕 立
中庸仕立
密 仕 立

2,000(1,500)～3,000
４ 》 ０００
６， ０００

クヌギ
コナラ 等 - ３， ０００～４ , ５００



ア天然更新の対象樹種に関する指針
天然更新をすべき樹種は適地適木を旨として、気候、地形、土壌条件等の自

然的条件、種子を供給する母樹の存在や天然稚樹の育成状況、周囲の森林の状
況等を勘案して後継樹となり得る次表の樹種を対象に定めるものとするこ･と。
なお、天然更新補助作業が必要な場合の対象樹種は、クヌギ、コナラ、ウバ

メガシ等のカシ類を主体に定めるものとすること。
また、対象樹種は、天然更新を行う際の樹種選択の規範として市町村森林整

備計画において定められるものとする。

イ天然更新の標準的な方法に関する指針

①期待成立本数及び天然更新すべき立木の本数
期待成立本数は１ヘクタール当たり10 , 0 00本とし、天然更新すべき

立木の本数については、天然更新すべき立木の本数については、草丈以上に
成長した対象樹種が概ね１ヘクタール当たり3 ,000本以上成立した状態
とすること。

②天然更新補助作業の標準的な方法
天然下種更新については、気候その他の立地条件を勘案して、適期にかき

起こしを行うことを定めるものとすること。、
萌芽更新については、萌芽の優劣が明らかになる頃に、萌芽整理を行うこ
とを定めるものとすること。
ササや粗腐植の堆積等により更新が阻害されている箇所では、末木枝条類

の除去あるいはかき起こしを行うこと。また、発生した稚樹の生育促進する
ための刈り出しを行うほか、更新の不十分な箇所には植え込みを行うことを
定めるものとすること。
なお、天然更新の標準的な方法は、天然更新を行う際の規範として市町村

森林整備計画において定められるものとする。

③天然更新の完了確認方法
天然更新の完了確認については、森林法第１０条の８及び第１５条に基づ
く届出を受理した者は、その届出の天然更新の方法に基づき適確な更新が図
られるいるかを現地確認するものとする。
なお、更新すべき立木の本数に満たず天然更新が困難であると判断される

場合にあっては、天然更新補助作業又は人工造林を行い、確実な更新を図る
ものとする。

ウ伐採跡地の天然更新をすべき期間に関する指針
林地の荒廃を早期に防止するため、当該伐採が終了した日を含む年度の翌年

度の初日から起算して伐採後５年以内に適確な更新を確保するものとする。

-１３-

対 象 樹 種
マツ類、カシ類、ナラ類、シデ類、カエデ類、ニレ類、ブナ類、シイ類、サ
クラ類等の高木性又は小高木性の樹種

うち萌芽更新
カシ類、ナラ類、シデ類、カエデ類、ニレ類、ブナ類、
シイ類、サクラ類等の高木性又は小高木性の樹種



１
’
’

(３）植栽によ:らなければ適確な更新が困難な森林に関する指針
種子を供給する母樹が存在しない森林や天然稚樹の生育が期待できない森林等
であって、主に天然力によっては更新が期待できない森林について、個々にその
森林を植栽によらなければ適確な更新が困難な森林として市町村森林整備計画に
おいて定められるものとする。

(４） その他必要な事項
な し 「

Ｉ

｜
｜
’
’

’
１

１
１
’

1

’

-１４-



’

３間伐及び保育に関する基本的事項

（１）間伐を実施すべき標準的な林齢及び間伐の標準的な方法に関する指針
森林の立木の生育の促進並びに林分の健全化及び利用価値の向上を図るため、
次表に示す内容を基礎とし、地域における既往の間伐の方法を勘案して、林木の
競合状態等に応じた間伐の開始時期、繰り返し期間、間伐率、間伐木の選定方法
その他必要な事項を定めるものとすること。また、森林の状況に応じて、高性能
林業機械の活用に適した伐採方法等、効率的な施業の実施を図ることとすること。
伐採により発生する枝条等の処理については、降雨による流出の防止等の観点

から、等高線に沿って整理する等の処理を適切に行うものとすること。
なお、間伐を実施すべき標準的な林齢及び間伐の標準的な方法は、間伐を行う

際の規範として市町村森林整備計画において定められるものとする。

(注）１．平均的な地位における間伐の標準的な方法を示している。
2 . h a 当 たり 4 , 0 0 0 本 植栽を標準としている。

(２）保育の標準的な方法に関する指針
森林の立木の生育の促進及び林分の健全化を図るため、次表に示す内容を基礎
とし、既往における保育の方法を勘案して、時期、回数、作業方法その他必要な
事項を定めるものとすること。
なお、保育の標準的な方法は、森林の保育作業を行う際の規範として市町村森

林整備計画において定められるものとする。

市町村内の間伐又は保育が適正に実施されていない森林であってこれらを早急に実
施する必要のあるものについては、実施すべき間伐又は保育の方法及び時期について
具体的に定め、積極的に推進を図るものとする。

（３）その他必要な事項
な し

-１５-

樹 種 生産目標
間 伐 時 期 （ 年 ）

初 回 ２回目 ３回目 ４回目

間 伐 率 及 び
間 伐 の 方 法

ス ギ

ヒノキ

柱 材 生 産

大径材生産

柱 材 生 産

大径材生産

１２

１１

１９

１６

１８

１６

２４

２０

２６

２４

３３

２８

４０

３８

原則として人工林
林分収種予想表を
利用

保育の

種 類
樹種

実 施 年 齢 ・ 回 数

１年 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 10 1２ １４ 1６ 1８ 2０ ｡ ●

下刈り
スギ

ﾋﾉｷ

1回

１回

１

１

１

１

１

１

１

1 １

1

１

除 伐
スギ

ﾋﾉｷ

1～２

l～２

枝打ち ２

＃贈肥培
雪図し￥



４．公益的機能別施業森林等の整備に関する事項
市町村森林整備計画の策定に当たっては、次の事項を指針として、森林の有する

機能別の森林の所在、森林資源の構成、森林に対する社会的要謂等を勘案して公益
的機能別施業森林の整備に関する事項を定めるものとする。

(１）公益的機能別施業森林の区域の基準及び当該区域における森林施業の方法
に関する指針

ア区域の設定の基準に関する指針
公益的機能別施業森林は、第２の１(2)に記載した「水源酒養機能」、「山地

災害防止／土壊保全機能」、「快適環境形成機能」、「保健・文化機能（生物
多様性保全機能を含む）」を有する森林となり、それぞれ、水源の酒義の機能、
土地に関する災害の防止及び土壌の保全の機能、快適な環境の形成の機能、保
健文化機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林とする。
また、区域内において上記機能が重複する場合には、それぞれの機能の発揮

に支障がないように配慮することとする。

イ森林施業の方法に関する指針

①水源の酒養の機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林
当骸機能の維持増進を図るための森林施業の方法については、高齢級の森

林への溌導を推進し、伐期の間隔の拡大とともに皆伐に伴って発生する裸地
化の縮小・分散化を基本とする森林施業や、天然生林等の的確な保全・管理
を推進することとする。
具体的には、更新時に林床が裸地化する面讃及び期間を縮小するため、森

林の面的広がりやモザイク的配憧に留意し、１箇所当たりの伐採面種の縮小、
伐採箇所の分散を図ることとする。

②土地に関する災害の防止及び土壌の保全の機能の維持増進を図るための森
林施業を推進すべき森林、快適な環境の形成の機能の維持増進を図るための
森林施業を推進すべき森林、保健文化機能の維持増進を図るための森林施業
を推進すべき森林
当咳機能の発揮が特に求められる森林については、常に一定以上の蓄積を

維持する択伐による複層林施業を行うこととし、それ以外の森林については、
択伐以外の方法による複層林施業を行うこととする。また、林地の安定化を
目的とした未立木地等への植栽を推進するほか、複層状態の森林への砺導の
際には、立地条件や国民のニーズ等に応じ、広葉樹導入による針広混交林化
を考慮する。
なお、適切な伐区の形状・配置等により、伐採後の林分において、当該機

能の確保が可能な場合にあっては、伐採年齢を標準伐期齢の２倍程度まで延
ばす長伐期施業とすること。この場合、更新時に林床が裸地化する面積及び
期間を縮小するため、森林の面的広がりやモザイク的配圃に留意し、１箇所
当たりの伐採面積の縮小、伐採箇所の分散、伐採年齢の長期化を図ることと
する。
また、保健文化機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林の
うち、地域独自の景観等の維持機能の発揮が特に求められる森林については、

｜
’
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風致の優れた森林の維持又は造成のために特定の樹種の広葉樹を育成する森
林施業を推進することとする。

(２）木材の生産機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林の区域
の基準及び当該区域における森林施業の方法に関する指針

ア区域の設定の基準
第２の１(2)に記載した「木材等生産機能」を有する森林が、木材の生産機能

の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林となり、気候、地形、土壌
等の自然的条件、森林の資源状況、林道等の路網整備状況等地域の実情や、森
林の一体性等も踏まえ、区域を設定するものとすること。
また、区域内において（１）の公益的機能別施業森林の機能と重複する場合

には、それぞれの機能の発揮に支障がないように配慮することとする。

イ森林施業の方法に関する指針
伐採、造林、間伐及び保育等の施業方法については、第３で定める森林の立

木竹の伐採に関する事項、造林に関する事項及び間伐及び保育に関する基本的
事項によることとし、森林資源の保続及び効率的な森林整備を推進する観点か
ら、森林施業の集約化と、主伐後の伐採跡地にはスギ・ヒノキ等を主体とした
木材生産に適した樹種を再造林するよう努めるものとすること。
なお、大径材の生産を目標とする場合にあっては、長伐期施業によることと
し、原則として、主伐の時期は標準伐期齢の２倍の林齢以上の時期とすること
とする。
また、林木の生長による過密化に伴う林内相対照度の低下を防止し、下層植

生を適正に維持するため、一定の蓄積を維持できるような生長量相当分を適切
に間伐するものとすること。

( ３）その他必要な事項
な し

Ｐ
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５林道等の開設その他林産物の搬出に関する事項

(１）林道等の開設及び改良に関する基本的な考え方
林道等の開設については、森林の適正な整備及び保全、効率的かつ安定的な森

林経営の確立、また山村の生活環境の整備などに向けて、森林へのアクセスの骨
格となる林道及び森林施業の効率的な実施に必要な林道等について、計画的な整
備を促進する。

○基幹道路の現状 ( H 2 3 . 4 . 1 現 在）

(２）効率的な森林施業を推進するための路網密度の水準及び作業システムの
基本的な考え方

路網と高性能林業機械を組み合わせた低コストで効率的な作業システムの確立
を図るため、次表に示す内容を基礎とし、地形、地質、傾斜等の自然条件、森林
資源のまとまり等地域の特性等を勘案して、作業システム、路網密度その他必要
な事項を定めるものとすること。
なお、路網密度の水準及び作業システムの基本的な考え方は、効率的な森林施

業を行う際の規範として市町村森林整備計画において定められるものとする。

○効率的な森林施業を推進するための路網密度の水準

(３）路網整備と併せて効率的な森林施業を推進する区域（路網整備等推進区
域）の基本的な考え方

路網整備と併せて効率的な森林施業を推進する区域については、木材の搬出を
伴う間伐の実施や多様な森林への誘導等、森林施業の効果的かつ効率的な実施や
将来持続的に森林経営が行われる区域とすることとする。
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区 分 路 線 数 延 長
基 幹 路 網
うち林業専用道

９９路線 ２３２ k m

区 分 作業システム 路 網 密 度 ( m / h a )
基幹路網

緩傾斜地
（０。～１５。）

車 両 系
作業システム １００m以上 ２０m以上

中傾斜地
(１５。～３0｡)

車 両 系
作業システム
架 線 系
作業システム

７５m以上

２５m以上

２ 0m以上

１ 0 m 以上

急傾斜地
(３０。～３５°）

車 両 系
作業システム
架 線 系
作業システム

６０m以上

１５m以上

２０m以上

１0m以上
急峻地

( ３ ５ 。 ～ ）
架 線 系
作業システム １０m以上 l ０ m 以 上



’

(４）路網の規格・構造についての基本的な考え方
路網の規格・構造については、国及び県で定める基準及び指針等に基づき開設

するとともに、生産目標や施業体系に基づく地域の作業システムを勘案して定め
るものとすること。
特に、路面水等の流末処理については、分散させるとともに適切な処理を行い、

山地災害の未然防止に努めるものとすること。
また、地形、地質、傾斜等の自然条件等地域の特性に応じて、環境負荷の低減

に配慮した規格・構造とすることとする。

(５）更新を確保するため林産物の搬出方法を特定する森林の所在及びその搬出
方法
該当なし

(６）その他必要な事項
事業実施にあたっては、地形、地質、資源状況等の条件を考慮のうえ、効率的

な位置及び線形等とするとともに、林道の開設及び拡張後の維持管理について適
切に実施することとする。
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１

Ｉ

６委託を受けて行う森林の施業又は経営の実施、森林施業の共同化その他森林施業
の合理化に関する事項
委託を受けて行う森林の施業又は経営の実施、森林施業の共同化その他森林施業
の合理化に関する事項の実施に当たっては、県、森林管理局、森林管理署、市町村、
森林組合、林業経営者、素材生産・造林事業体、木材加工・流通事業体等を構成員
とする、流域林業活性化協議会を通じて、生産・流通・加工に係る関係者の合意形
成及び国有林・民有林の緊密な連携を図りつつ、以下のとおり計画的かつ総合的に
推進する。

(１）森林の経営の受委託等による森林の経営規模の拡大に関する方針及び森林
施業の共同化に関する方針

本計画区の森林の所有形態は、５ha未満の森林所有者が８８%を占めるなど、
その保有形態は極めて小規模・零細であり、計画的な森林施業の実行確保が困難
である。このため森林経営の計画化・合理化を促進し、適正な森林施業の実行確
保を図るため、特に小規模林家や不在村森林所有者を対象に、意欲と実行力のあ
る森林組合や林業事業体が中心となり、森林の経営の受委託等の働きかけを行い、
森林の経営規模の拡大と施業の集約化を推進し、森林経営の改善を図るとともに、
市町村、森林組合、林業普及指導員等を通じて、森林所有者等の協同による施業
の確実な実施に努める。
なお、森林の経営の受託等を担う森林組合については、広域連携の促進や林業

事業体等との連携による態勢強化に努める。
また、施業の集約化に必要となる県で有する森林簿等の情報については、県で

認定した事業体（和歌山県森林資源情報利活用認定事業体）に対して提供と助言
を行うとともに精度の向上に努める。
森林所有者、NPO及びその他団体等が共同して行う森林施業を推進するため、

施業実施協定の締結を促進するものとする。
Ｉ

(２）林業に従事する者の養成及び確保に関する方針
新規林業就業者の技能・技術習得のための研修はもとより、地域林業の中核的

な担い手として森林組合を育成するため、長期的な経営計画のもとに合併等によ
る自己資本の強化と執行体制の充実を図るものとする。また、労働力の安定的な
確保を図るため「わかやま林業労働力確保支援センター」との連携のもと、雇用
管理の改善及び経営の合理化を促進し、安定的な経営を行い得る事業体の育成に
努め、更に林業に就業する者の定着を図るため、農山村地域における定住環境の
整備や所得の向上を図り、UJIターン者をはじめ、林業就業に意欲を有する若
者達が新規参入しやすい体制を確立するものとする。

口

(３）作業システムの高度化に資する林業機械の導入の促進に関する方針

①高性能機械の導入
傾斜等地形条件、路網等の整備状況、施業体型等、地域の特性に応じて、森

林施業を効果的かつ効率的に実施するため、路網と高性能林業を組み合わせた
低コスト・高効率な作業システムの実現を目指す。また、機械化の推進による
労働環境の改善と青年の林業労務への参入を促進し、林業および山村地域社会
の活性化を図るものとする。

｜
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林業機械の導入に当たっては、路網の整備状況が生産性に大きな影響を及ぼ
すことから林道・林業専用道・森林作業道を適切に組み合わせ、効率的な森林
施業のための路網整備の重点化を図ることとする。同時に、現地の作業条件に
応じた作業システムを効率的に展開できる技術者の養成に努めるとともに、機
械の稼働コストを低減するため、森林経営の受委託の促進による森林経営の規
模拡大を図り、共同化・協業化を推進するなどして一年を通して安定した事業
量を確保するものとする。また林業改善資金等の制度融資も積極的に啓発する。

②機械作業システムの目標
地形、作業規模等地域の特性に応じた指向すべき機械作業システムの目標は

次のとおりとする。

(４）林産物の利用促進のための施設の整備に関する方針

①木材流通体制の整備
流域を単位として計画的な木材生産を推進し、低コスト林業・集約化施業の

推進等により出材ロットの拡大を図る。また、素材生産者の安定供給と増産を
促進するため、積みおろし回数の削減や「せり売り」によらない販売方式の導
入等、流通経費の削減による素材販売収益の向上を図るとともに、素材生産業
者の組織化や民有林・国有林が一体となった安定供給システムの確立を目指す。

②木材加工の合理化
地域の実情に応じ、森林所有者、森林組合を中心とした川上組織と製材所、

木材協同組合等の川下組織とが連携した木材の安定的取引関係の確立を図る。
また、需要者のニーズに即した品質や性能が明確で市場ニーズに柔軟に対応

するため、得意分野をもつ中小製材企業のグループ化による加工分業体制の構
築、含水率や強度等の性能表示、JAS認定工場の取得促進等、体制整備を図
るものとする。

③生産・流通・加工を通じた関係者の合意形成
民有林及び国有林を通じ、また川上から川下まで一体となって合理的な木材

の生産・流通システムの確立を図るため、流域活性化協議会を活用するなど、
地域材の産地化形成の推進等について地域の関係者の合意形成に努めるものと
する。
また、森林組合等事業体で組織する木材安定供給協議会が、製材所等の原木

供給要請に対応するとともに、原木の出荷量の調整などを図るために一元的に
情報の収集・発信を行うこととする。

(５）その他必要な事項
な し
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区 分 機械作業システム 主 要 機 械

緩斜地・作業規模小 高性能多機能系 ハーベスタ

傾斜地・作業規模大 高性能大型架線系
チェーンソーー･タワーヤーダ→
プ ロ セ ッ サ 又 は
チェーンソー→典材機→プロセッサ

傾斜地・作業規模小 簡易小型架線系 チェーンソー→スイングヤーダ→
プロセッサタイプ



第４森林の保全に関する事項

１森林の土地の保全に関する事項

（１）土地の形質の変更に当たって留意すべき事項
本計画区の地形は、全般的に谷密度が大きく、雨水の集中流下する箇所が多い。

特に奥地山間部は起伏量が大きく、かつ、急傾斜地が多いので降水による土砂の
流出や崩壊が生じやすい。また、地質の構成要因からみても紀ノ川北岸は地滑り
や崩壊を起こしやすく、土壌の層も薄く乾燥しやすい特性を持っている。降水量
は奥地の高野山周辺で年間2,200mmを超える。
このような地形、地質等の自然的諸条件にあっては、土地の形質の変更には細

心の注意が必要であり、土砂の切取り、盛土等に当たっては法面勾配の安定を図
るとともに崩壊を起こさないよう必要に応じ法面保護のための緑化工、土留工等
の施設を設置するものとする。
また、水の適切な処理のための排水施設は、放水断面を十分にとり水質悪化の

おそれがある場合には沈砂池又は遊水池を設けるとともに、下流の諸施設に影響
を与えないよう安全堅固なものとする必要がある。
土地の形質の変更にあたっては、変更の態様、自然的、社会的諸条件、実施す

べき施業の内容等勘案して、実施地区の選定を十分検討し緑地の保存に留意した
土地の保全が図られるよう適正な諸措圃を講ずるものとする。

(２）樹根及び表土の保全その他森林の土地の保全に特に留意すべき森林の地区
単 位 面 澗 : h a

、

(注）森林の箇所別明細は森林簿による。
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所 在

市 町 村 区 域
面 積 留意すべき事項 備 考

市

町

村

別

内

訳

和 歌 山 市

海 南 市

橘 本 市

紀 の 川 市

岩 出 市

紀 美 野 町

かつらぎ町

九 度 山 町

高 野 町

計

２，３４９

２，６６９

５，１３０

5，９０１

90４

7，７９２

8，３２３

2，７５７

１０,０７６

4５,９０１

森林の施業及び土地
の形質の変更に当た
って水資源の涌養、
土砂の流失、崩壊防
止に留意すること



(３）森林の土地の保全のため林産物の搬出方法を特定する必要のある森林及び
その搬出方法

胸．

( ４）その他必要な事項
な し

２保安施設に関する事項

（１）保安林の整備に関する事項
森林の有する水源の酒養、災害の防止、生活環境の保全・形成等の機能を発揮
させる必要のある森林については、保安林に指定するとともに、その森林の保全
と適切な管理を推進することとする。

(２）保安施設地区に関する事項
森林の有する公益的機能を高度に発揮させる必要のある森林については、保安

林に指定し、適切に保全・管理するため、保安施設地区の指定は行わないことと
する。

(３）治山事業に関する事項
山地に起因する災害の防止や水源地域の機能強化のため、緊急かつ計画的な実

施を必要とする荒廃地等を対象として、植栽、本数調整伐等の保安林の整備や渓
間工、山腹工等の治山施設を計画的に整備することとする。
なお、整備にあたっては、各種機能を損なうことのないよう、地形、地質等の
自然条件等地域の特性に応じて、現地発生材の積極的な活用等、環境負荷の低減
に配慮した構造とすることとする。

(４）特定保安林の整備に関する事項
要整備森林は、特定保安林の区域内に存在し、樹冠疎密度、樹種、林木の生育

状況、下層植生の状況等からみて機能の発揮が低位な状態にあると認められる森
林で、気象、標高、地形、土壌等の自然条件林道等の整備状況、指定施業要件の
内容、当該地方の林業技術水準からみて森林所有者等に造林等の施業を実施させ
ることが相当であり、かつ、これにより、早期に機能の回復・増進が図られると
見込まれるものを対象森林とするものとする。

( ５ ） その他必要な事項
な し

-２３-

区 分 森 林 の 所 在 面 積 搬 出 方 法

総 数

市
町
村

該 当 な し



３森林の保護に関する事項

（１）森林病害虫等の被害対策の方針
森林の持つ多面的機能を阻害する、マツノマダラカミキリ、スギノアカネトラ

カミキリ、カシノナガキクイムシ等の森林病虫害を防止・軽減するために試験研
究機関と連携を保ちながら、地域の林業普及指導員の指導のもとに積極的に防除
を行うとともに、被害跡地については早急にその復旧を図る。
昭和３３年頃より猛威を振るった松枯れ被害は、薬剤散布や伐倒駆除等の防除

事業により拡大防止に努めた結果、昭和５４年をピークに、５７年頃から鎮静化
に向かい被害髄は減少した。しかしながら、今なお被害が見られることから適確
な防除と健全な松林の整備に努める。スギ、ヒノキの材質を悪化させるスギノア
カネトラカミキリ等の被害を防止するため、間伐・枝打ち等の適正な施業を実施
するよう啓発普及に努める。平成１１年から紀伊半島南部を中心として被害が発
生したカシノナガキクイムシによるカシ類の集団枯損被害については、近年被害
が増加傾向にあり、今後の動向を注視しながら、蔓延防止等の今後の対応策を検
討していくこととする。

(２）鳥獣による森林被害対策の方針
特に近年、植栽直後に被害が発生しているシカ、ノウサギ、カモシカ等の獣害

を防止・軽減するために、防謹施設の設腫等、地域の林業普及指導員の指導のも
とに積極的に防除し、森林資源の保続を行うものとする。また、市町村や試験研
究機関と連携し、効率的な防除方法の研究を行うこととする。

(３）林野火災の予防の方針
林野火災は毎年10～20件発生し、貴重な森林資源を消失しており、その面積は

１０～20haに及んでいる。
森林利用の多様化に伴い、森林火災の増加が懸念されるので、防火標識等の設

置や市町村と連携した広報車による地域住民への普及啓発等を行い、山火事の未
然防止に努める。
また、森林病害虫の駆除等のための火入れを実施する場合においては、市町村

森林整備計画に定める留意事項に従うこととすること。

(４）その他必要な事項
凍害・干害・風害・水害等の気象被害や、森林レクリエーション等の林内入込

み者の増加とともに立木の損傷や植物の採掘などの被害も発生している。これら
の被害を未然に防止するため、森林所有者等による森林保全巡視等を適時適切に
実施するよう努めること。
また、間伐の未実施による森林の荒廃を防止するため、所有者に対し適正な施

業の普及啓発を行うとともに、森林組合を核とした森林経営の受委託の促進、森
林施業の集約化、管理の推進を図る。
なお、森林を対象とする開発行為については、国土利用計画県計画と整合を保

ちつつ、林地の適正な利用を確保するとともに、その開発に当たっては、林業に
支障を及ぼさないよう配慮し、災害の防止と自然環境の保全に留意することによ
り、秩序ある開発によって県土の有効利用を図る。

ｌ
Ｉ

１

１
１

-２４-



第５保健機能森林の整備に関する事項
保健機能森林は森林の有する保健機能を高度に発揮させるため、森林の施業及び公

衆の利用に供する施設の整備の一体的な推進により森林の保健機能の増進を図るべき
森林である。市町村森林整備計画の策定に当たっては、次の事項を指針として、森林
資源の構成、周辺における森林レクリエーションの動向等を勘案して、森林の保健機
能の増進を図ることが適当と認められる場合について、保健機能森林の整備に関する
事項を定めるものとする。

１保健機能森林の区域の基準
保健機能森林は、湖沼、渓谷等と一体となって優れた自然美を栂成している森林

等保健機能の高い森林のうち、自然環境の保全に配慮しつつ、その森林の存する地
域の実傭、その森林の利用者の意向等からみて、森林の保健機能の増進を図るため
整備することが適当であり、かつ、その森林施業の担い手が存在するとともに、森
林保健施設の整備が行われる見込みのある森林について設定することとする。

２その他保健機能森林の整備に関する事項

(１）保健機能森林の区域内の森林における施業の方法に関する指針
保健機能森林の施業については、森林の保健機能の増進を図るとともに、施設
の設置に伴う森林の有する水源酒養、国土保全等の機能の低下を補完するため、
自然環境の保全及び森林の有する諸機能の保全に配慮しつつ、択伐施業、広葉樹
育成施業等多様な施業を積極的に実施するものとすること。
また、利用者が快適に散策等を行えるよう適度な林内照度を維持するため、間

伐、除伐等の保育を積極的に行うものとすること。

(２）保健機能森林の区域内における森林保健施設の整備に関する指針
施設の整備に当たっては、自然環境の保全、国土の保全及び文化財の保護に配

慮しつつ、地域の実情、利用者の意向等を踏まえて多様な施設の整備を行うもの
とすること。
また、対象森林を榊成する立木の期待平均樹高（その立木が標準伐期齢に達し

たときに期待される樹高（既に標準伐期齢に達している立木にあってはその樹
高））を定めるものとすること。

３その他必要な事項
な し

-２５-



第 計画壁等６

１ 伐採立木材菰
単位材積：千m3

間伐面積２

単 位 面 積 : h a

人工造林及び天然更新別の造林面積３

単 位 面 積 : h a

林道の開設又は拡張に関する計画４

単 位 延 長 ： 、 面 積 : h

＆

-２６-

区 分
総 数

総 数 叶蔦＃ Ｋ鳶樹

主 伐

総 数 計蕊勵 Ｋ驚胤

間 伐
総 数 針常闇 広蕊：

総 数

前半５カ年
の計画戯

1，４２０

5５７

１,３６３

５３７

５７

20

5８０

1９７

５２３

1７７

5７

20

8４０

3６０

８４０

3６0

０

０

区 分 間 伐 面 積

総 数

前半５カ年の計画趾

１４ 力 ０ ０ 0

６ ９ ０００

区 分 人工造林 天然更新
総 数

前半５カ年の計画量

１９ ３７４

５０９

５２６

２２４

開
設
／
拡
張

種 類 区 分
位 樋

(市町村）
路 線 名

延 長
及 び
箇所数

利用
区域
面積

前半
5ｶ年の
計画
箇所

対図

番号

備

考

開設 自動車道 紀 美 野 町 毛原下滝ノ川 1１０ 1３１ ○ １

〃 〃 〃 北 峯 3,０００ 5７ ２

〃 〃 〃 新庄奥 2,０００ 1７６ ３

〃 〃 〃 八王子 2,７００ 6２ ４

〃 〃 〃 奥佐々 2,４００ 1５0 ５

〃 〃 〃 楠尾谷 2，２００ 8７ ６

〃 〃 〃 箕六弁天 700 2５ ７

計 ７路線 1３,１１０



単 位 延 長 : r n 面 積 : h a

- ２７ -

開
設
／
拡
張

種 類 区 分
位 置

(市町村）
路 線 名

延 長
及 び
箇所数

利 用
区 域
面 積

前半
5ｶ年の
計画
箇所

対図

番号

備

考

開設 自動車道 橘 本 市 御 山 2,０００ 112 ８

〃 〃 〃 菖蒲谷北山 2,０００ ６５ ９

〃 〃 〃 須河彦谷 4，８００ １１３ 1０

〃 〃 〃 滝 谷 1,５００ ９５ l l

〃 〃 〃 崩谷峠 1,５００ ５１ １２

〃 〃 〃 黒 岩 1，０００ ６４ 1３

〃 〃 〃 山迫行者 1,５００ ３６ 1４

〃 〃 〃 北 部 １７,１００ ３１１ 1５

〃 〃 〃 大谷高山 2,３００ ６1 1６

計 ９路線 3３,７００

開設 自動車道 高 野 町 向垣内 2,０００ 1７６ 1７

〃 〃 〃 北 畑 1,５００ ７1 1８

計 ２路線 3,５００

合 計 １８路線 5０,３１０

拡張 舗 装 海 南 市 幡 川 7８０ 1３７ 1９

計 １路線 7８０

拡張 改 良 紀 美 野 町 毛原勝谷 800 ５５３ 20

〃 〃 〃 清水毛原 600 ３0６ 2１

〃 舗 装 〃 生 石 １,２００ ９７ 2２

〃 〃 〃 東 谷 1，９２５ ４４ 2３

〃 舗装改良 〃 上ケ井滝ノ川 1,４３４ 1３５ 2４

〃 〃 〃 毛原下滝ノ川 3，４００ 1３1 １

計 ６路線 9，３５９

〃 改 良 紀 の 川 市 粉河中央 30０ 2１８ 2５

〃 〃 〃 紀泉高原 2００ 4８７ 2６

計 ２路線 5００



単 位 延 長 : I n 面 積 : h a

-２８-

開
設
／
拡
張

種 類 区 分
位 置

(市町村）
路 線 名

延 長
及 び
箇所数

利 用
区 域
面 積

前半
5ｶ年の
計画
箇所

対図

番号

備

考

拡張 改 良 橋 本 市 根古谷 ２，５００ 1２０ 2７

〃 舗 装 〃 高 山 ３，７８８ １３４ 2８

〃。 〃 〃 三石山 ４,１８３ 1４３ 2９

計 ３路線 １０,４７１

拡張 改 良 かつらぎ町 滝 谷 ４，３４４ 1２３ 3０

〃 舗 装 〃 井出の谷 ２，９５０ 1０８ ３１

〃 舗装改良 〃 瀬ノ谷 ４，８３４ 2５５ ○ 3２

〃 〃 〃 サガシ谷 ４，４４８ １９８ 3３

〃 〃 〃 臼谷有中 ３，５６０ 9２ ○ 3４

〃 〃 〃 高野谷 ３，０２６ 1４０ 3５

計 ６路線 ２３，１６２

拡張 改 良 高 野 町 白 石 ３,０００ 3８５ 3６

〃 舗装改良 〃 城谷池の峯 ２，３６０ 8６ ○ 3７

〃 〃 〃 鳴戸谷 ５，２７７ １７４ 3８

〃 〃 〃 鳴戸谷支線 1，３０５ 5９ 3９

〃 〃 〃 下湯川 ５，２０８ 1８３ 4０

〃 〃 〃 湯川有中， ３，５００ 6９１ ４１

計 ６路線 20,650

合 計 ２４路線 6４，９２２



Ｉ

５保安林整備及び治山事業に関する計画

（１）保安林として管理すべき森林の種類別面積等
①保安林として管理すべき森林の種類別の計画期末面積

単 位 面 積 : h a

注総数柵は、２以上の目的を達成するために指定される保安林があるため、水
源潤養のための保安林等の内訳の合計に一致しないことがある。

②計画期間内において保安林の指定又は解除を相当とする森林の種類別の所在
及び面積等 単 位 面 積 : h a

-２９-

保安林の種類

面 積

前半５カ年の計画面積

備 考

総数（実面積） 1４，７５０ 1３,８２１

水源かん養のための保安林 ５，５９１ ５，３４１

災害防備のための保安林 ９，２４４ ８，５４４

保健、風致の保続等ための
保安林 ７０５ 7０５

指定／
解除

種 類
森 林 の 所 在

市 町 村 区域

面 積

前半５カ年
の計画面積

指定又は解除を
必要とする理由 備考

指 定 水源のかん養 橋 本 市 1５０ 7５

〃 〃 高 野 町 1５０ 7５

〃 〃 かつらぎ町 ６0 3０

計 ３６０ 1８０

指 定 土砂流出防備 海 南 市 ３ ０

〃 〃 橋 本 市 10０ 50

〃 〃 紀 の 川 市 ３５0 1８８

〃 〃 紀 美 野 町 ７1 4１

〃 〃 かつらぎ町 1４0 7０

〃 〃 高 野 町 ７０ ４０

計 ７３４ 3８９

指 定 土砂崩壊防備 橋 本 市 1０ 1０

〃 〃 紀 の 川 市 10 ０

〃 〃 岩 出 市 ５ ０



単 位 面 積 : h a

単 位 面 積 : h a

-３０-

指定／
解除

種 類
森 林 の 種 類

市 町 村 区域

面 種

前半５カ年
の計画面積

指定又は解除を
必要とする理由 備考

〃 〃 九 度 山 町 ５ ０

計 30 10

指 定 干 害 防 備 橋 本 市 5０ 3０

〃 〃 紀 の 川 市 5０ ０

〃 〃 岩 出 市 5０ ０

計 1５0 3０

指 定 保 健 紀 の 川 市 5０ ０

〃 〃 岩 出 市 1８６ ０

〃 〃 かつらぎ町 10 ５

計 2４６ ５

合 計 1，５２０ ６1４

指定／
解除

種 類
森 林 の 種 類

市 町 村 区域

面 積

前半５カ年
の計画面積

指定又は解除を

必要とする理由
備考

解 除 土砂流出防備 和 歌 山 市 ３ ３

〃 〃 橋 本 市 ４ ４

〃 〃 紀 の 川 市 ６ １

〃 〃 紀 美 野 町 ３ ０

〃 〃 九 度 山 町 １ ０

計 1７ ８

解 除 土砂崩壊防備 紀 の 川 市 １ ０

計 １ ０

解 除 干 害 防 備 岩 出 市 ２ ０

計 ２ ０

合 計 ２０ ８



Ｉ

③計画期間内において指定施業要件の整備を相当とする森林の面積
単 位 面 積 : h a

(２）保安施設地区として指定することを相当とする土地の所在及び面積等
単 位 面 積 : h a

(３）実施すべき治山砺業の数量
単 位 地 区

６要整備森林の所在、面積、実施すべき施業の方法及び時期
別紙様式に記載する。

-３１-

種 類
指定施業要件の整備区分

伐採の方法
の変更面積

皆伐面積
の変更面菰

択伐率の
変更面積

間伐率の
変更面積

植栽の
変更面積

水源かん養のため
の保安林 ０ ０ 0 1，３２４ 1，３２４

災害防備のための
保安林 ０ ０ ０ 3，５８１ ３，５８１

保健・風致の保存
等のための保安林 ０ ０ ０ ０ ０

合 計 ０ ０ ０ 4，９０５ ４,９０５

森 林 の 所 在

市 町 村 区 域
面 積

前半５カ年の計画面積

指定を必要とする

理 由
備考

該 当 な し

森 林 の 所 在

市 町 村 区 域

治山事業施工地区数
前半５カ年の
計画地区数

主 な 工 種 備考

海 南 市 重 根 外 ２ １ 渓間工・山腹工・森林整備

橘 本 市 山 田 外 ８ ８ 渓間工・山腹工・森林整備

紀 の 川 市 切 畑 外 １３ ８ 渓間工・山腹工・森林整備

岩 出 市 押 川 外 ２ ０ 渓間工・山腹工・森林整備

紀 美 野 町 毛 原 外 ３６ １８ 渓間工・山腹工・森林整備

かつらぎ町 短 野 外 ３３ １３ 渓間工・山腹工・森林整備

九 度 山 町 東 郷 外 ６ ６ 渓間工・山腹工・森林整備

高 野 町 大 滝 外 １０ ６ 渓間工・山腹工・森林整備

合 計 １１０ ６０
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積
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その他必要な事項
保安林その他法令により施業について制限を受けている森林の施業方法

（ 単 位 面 積 : h a )

７

１

第

-３３-

種 類
森林の所在

市 町 村 区域
面 積

施 業 方 法

伐 採 方 法 そ の 他
備 考

水源かん養
保安林

和 歌 山 市

橋 本 市

紀 の 川 市

紀 美 野 町

かつらぎ町

高 野 町

小 計

4９

6９４

6５

3７６

2，０６６

2,１０２

5，３５２

伐採種を定め
ない

主伐は標準伐
期齢以上

土 砂 流 出
防備保安林

和 歌 山 市

海 南 市

橘 本 市

紀 の 川 市

岩 出 市

紀 美 野 町

かつらぎ町

九 度 山 町

高 野 町

小 計

2４９

8０

5７1

2，４５０

4１４

1,７９０

1,１７２

3４

5６０

7，３２０

部分皆伐若し
くは択伐

主伐は標準伐
期齢以上

土 砂 崩 壊
防備保安林

和 歌 山 市

海 南 市

橘 本 市

紀 の 川 市

岩 出 市

紀 美 野 町

かつらぎ町

九 度 山 町

６

０

1４

２３

３４

９

3２

５

禁伐若しくは
択伐

択伐率は４０
％以内



１

１

( 単 位 面 積 g h a )

-３４-

種 類
森林の所在

市 町 村 区域
面 積

施 業 の 方 法

伐 採 方 法 そ の 他
備 考

高 野 町

小 計

８

1３１

そ の 他 の
保安林

和 歌 山 市

海 南 市

紀 の 川 市

岩 出 市

かつらぎ町

高 野 町

小 計

1２７

１l

2５０

1５４

1４

2４

5８０

禁伐若しくは
択伐

択伐率は４０
％以内

合 計 1３，３８３

砂防指定地 和 歌 山 市

海 南 市

橋 本 市

紀 の 川 市

岩 出 市

紀 美 野 町

かつらぎ町

九 度 山 町

高 野 町

小 計

1３

2９

1４７

2２２

８

９４

5０４

４

4７

1，０６８

択伐若しくは
禁伐

土砂の採取等
は禁止

国 立 公 園
第 １ 種
特 別 地 域

和 歌 山 市

小 計

３

３

禁伐もしくは
単木択伐

択伐率は10％
以内
標準伐期齢
+１０年以上

国 立 公 園
第 ２ 種
特 別 地 域

和 歌 山 市

小 計

1３０

1３０

択伐もしくは
部分皆伐

択伐率は30%
以内、皆伐は一伐区２ha "
標準伐期齢
以上

国 立 公 園
第 ３ 種
特 別 地 域

和 歌 山 市

小 計

10５

10５

特に定めない 全般的な風致
の維持を考慮
して施業する



( 単 位 面 積 : h a )

-３５-

種 類
森林の所在

市 町 村 区域
面 積

施 業 の 方 法

伐 採 方 法 そ の 他
備 考

国 定 公 園
第 １ 種
特 別 地 域

高 野 町

小 計

5２４

5２４

禁伐もしくは
単木択伐

択伐率は１0
％以内
標準伐期齢
+1０年以上

国 定 公 園
第 ２ 種
特 別 地 域

紀 の 川 市

かつらぎ町
一 一

同 野 町

小 計

２

5４

4０１

4５７

択伐もしくは
部分皆伐

択伐率は30％
以内、皆伐は一伐区２haIIW
標準伐期齢
以上

国 定 公 園
第 ３ 種
特 別 地 域

橋 本 市

紀 の 川 市

かつらぎ町

高 野 町

小 計

1，５９７

2２６

2，５３４

1,９６１

6,３１８

特に定めない 全般的な風致
の維持を考慮
して施業する

県 立 自 然
公園第１種
特 別 地 域

橋 本 市

紀 の 川 市

紀 美 野 町

九 度 山 町

小 計

３

3５

1O

３

51

禁伐若しくは
単木択伐

択伐率は１０
％以内
標準伐期齢
十10年以上

県 立 自 然
公園第２種
特 別 地 域

橋 本 市

紀 美 野 町

かつらぎ町

小 計

3７

４

１

４２

択伐若しくは
部分皆伐

択伐率は30％
以内、皆伐は一伐区２ha以内
標準伐期齢
以上

県 立 自 然
公園第３種
特 別 地 域

橋 本 市

紀 の 川 市

かつらぎ町

九 度 山 町

小 計

1０７

８８

６４

1１８

３７７

特に定めない 全般的な風致
の維持を考慮
して施業する



( 単 位 面 菰 : h a )

’
」

-３６-

種 類
森林の所在

市 町 村 区域
面 積

施 業 の 方 法

伐 採 方 法 そ の 他
備 考

鳥獣保溌法
による特別
保 護 地 区

和 歌 山 市

紀 の 川 市

岩 出 市

高 野 町

小 計

３８

２０

６

９４

1５８

禁伐若しくは
単木択伐

択伐率は２０
％以内

都市計画法
による風致
地区

和 歌 山 市

小 計

1１６

1１６

択伐若しくは
部分皆伐

現状変更には
許可が必要

林業菰苗法
による特別
母樹林

高 野 町

小 計

５

５

禁伐

文化財保謹
法による史
跡名勝天然
記念物に関
わる指定地
等

和 歌 山 市

海 南 市

岩 出 市

高 野 町

小 計

１

４

8６

2７９

3７0

禁伐若しくは
単木択伐

現状変更には
許可が必要
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１．森林計画区の概要

（１）市町村別土地面積及び森林面種

( 単 位 面 積 ; h a 比 率 : % )

１．区域面積は、全国都道府県市区町村別面積調（国土地理院調査資料）
ほかによる。

２．国有林面積は国有林の面積及び公有林野等官行造林地の面積で
平成２３年３月３１日現在の数値。

３．民有林面積は平成２２年度森林現況調査結果による。
４．小数点以下を四捨五入したため、総計と内訳が一致しないことがある。

(注）１

-３７-

区 分 区 域 面 積
①

森 林 面 積

総 数 ② 国 有 林 民 有 林
森林比率
②/①×100

総 数 1１６,８７１ 6６，０００ ２，９３５ ６３，０６５ ５６

市

町

村

別

内

訳

和 歌 山 市

海 南 市

橋 本 市

紀 の 川 市

岩 出 市

紀 美 野 町

かつらぎ町

九 度 山 町

高 野 町

2０，９２３

１０,１１９

1３,０３１

２２，８２４

3，８５０

1２,８３１

1５,１７３

４，４１２

1３，７０８

6，１９８

3，９２２

7，６０７

1０，８２６

1，５０７

9，６２２

１０,０１０

3，２８８

1３,０２０

４３５

1６８

１０７

２，２２５

５，７６３

３，９２２

７，６０７

1０，６５８

1，４００

９，６２２

1０,０１０

３，２８８

1０,７９５

3０

3９

５８

４７

３９

7５

６６

７５

９５



’

（ ２ ） 地 況

ア ． 気 候

(注）平成２２年気象年報（和歌山地方気象台観測資料）による。

イ ． 地 勢
Ｉの１．自然的、社会・経済的背景と森林計画の位瞳づけを参考

ウ．地質、土壌等
〃

-３８-

’

観 測 所
気温（℃）

最 高 最 低 年平均

年 間
降水量
(mm)

最 高
積雪深
(cm)

主風の
方 向 備 考

和 歌 山 観 測 所

かつらぎ観測所

高 野 山 観 測 所

３６．２

３７．９

３１．３

１,２

４．２

O.０１

一

一

一

1７．１

１５.０

１１．２

1，５７８

１,６５１

２，２０２

０

-

ー

ENE

NE

SE



Ｉ

（３）土地利用の現況

( 単 位 面 積 : h a )

１．面積総数、森林面積は１．の（１）市町村別土地面糊及び森林面稠から再掲。
２．農地面積は、平成２２年農林水産関係市町村別データ（農林水産省資料）に
よる。

３．宅地面積は固定資産概要調査書(H22．１．１現在）による。
４．小数点以下を四捨五入したため、総計と内訳が一致しないことがある。

(注）

-３９-

区 分 総 数 森 林
農 地

総 数 うち田 うち畑

そ の 他

総 数 うち宅地

総 数 １１６,８７１ ６６，０００ 1６，２３５ 5，８５５ 1０，３８０ 3４，６３６ ８，５９２

市

町

村

別

内

訳

和 歌 山 市

海 南 市

橋 本 市

紀 の 川 市

岩 出 市

紀 美 野 町

かつらぎ町

九 度 山 町

高 野 町

2０，９２３

1０,１１９

１３,０３１

2２，８２４

3，８５０

１２,８３１

1５,１７３

4,４１２

1３，７０８

６,１９８

３，９２２

７，６０７

1０,８２６

1，５０７

９，６２２

1０,０１０

３，２８８

1３,０２０

2，９８０

２，５８０

1,５９０

５，０４０

５９２

８４５

２,０１０

４８５

1１３

2，０８３

４６５

６９９

1，４７０

５４３

２４３

２６２

４２

４８

8９７

2,１１５

8９１

3，５７０

4９

6０２

１,７４８

4４３

6５

１１,７４５

3，６１７

3，８３４

6，９５８

1，７５１

2，３６４

3，１５３

6３９

5７５

４，３６５

１，０２９

8６２

1，１３２

5３５

1９３

3５６

6９

５１



（４）産業別純生産額
( 単 位 金 額 ： 百 万 円 ）

平成20年度市町村民経済計算
子を含む。）
坐 １ へ 坐 計 上 し 『 拘 留 口 弔 を 一 謡 Ｔ 子 舞

(県調査統計課）１．市町村別の産業生産額は、平成20年度市町村民
による。（消費税及び帰属利子を含む。）

２．小数点以下を四捨五入したため、総計と内訳が

(注）

致しないことがある。

- ４ ０ -

区 分 総生産額
第 １ 次 産 業

総 額 農 業 林 業 水産業

第２次

産 業

第３次

産 業

総 数 ２，４１４，６２８ 3２，６８７ ３１，６４９ 5５５ 4８３ ８７４,０２６ 1,５０７,９１８

市

町

村

別

内

訳

和歌山市

海 南 市

橘 本 市

紀の川市

岩 出 市

紀美野町

かつらぎ町

九度山町

高 野 町

１,７０１,８９４

2２１，３８４

1３８，４２２

1６６，９２３

8６，０５５

2６，９５６

4７,４１９

8，７５７

1６，８１８

5，７８３

4，８９５

2,９０４

１１,６６８

7７３

１，７１５

３，９６９

7５０

２３0

5，４５１

4，７７２

２，８３２

１１,５３０

７３８

１，６２６

３，８９２

７２５

８３

7０

２１

7２

７７

1５

５０

７７

２５

1４８

2６２

1０２

０

６１

1９

３９

０

０

０

６６２，９８１

１０２,４０７

1８，８１５

５４，５２７

1２，０６１

7，６８３

1３，３９１

９６４

1，１９７

１,０３３,１３０

1１４，０８２

１１６,７０２

1００,７２９

7３，２２２

１７,５５９

3０，０６０

7,０４３

1５,３９１



（５）産業別就業者数
( 単 位 人 数 ： 人 ）

１．平成１７年度国勢調査による。
２．総数は、分類不能の産業を含む。

(注）

-４１-

区 分 総 数
第 １ 次 産 業

総 数 農 業 林 業 水産業

第２次
産 業

第３次
産 業

総 数 ３０４,６９３ ２１，４６８ ２０，７２５ １７２ 5７１ 7４,０１８ 2０１，９４７

市

町

村

別

内

訳

和 歌 山 市

海 南 市

橋 本 市

紀 の 川 市

岩 出 市

紀 美 野 町

かつらぎ町

九 度 山 町

高 野 町

1６８,５２１

２６，２８５

３１,５８９

３４,２４１

２３，５６０

５，６００

９，９９１

２，６３６

２，２７０

４,０１５

２，７９７

２，４０９

７,１７２

８２８

８９９

２,６００

６１９

１２９

3，５４８

2，６８９

2，３７４

7,１４４

８１７

8８５

２，５６６

６１０

9２

2６

４

３１

2３

５

９

2８

９

3７

4４１

１０４

４

５

６

５

６

０

０

４１,０２８

7，３７７

7，１９５

７，５８３

５，９７７

1,７４１

２，２４１

5５８

３1８

１１７，８３５

1６，０５２

２１,３６０

1９，２０６

1６,１８６

２，９５３

５，１０６

１,４３７

1,８１２



2．森林の現況
(1)齢級別森林資源表

’

(注)１.複層林の面積は､区域面積を下層木の該当する齢級欄に記載するとともに､上層木の該当する齢級柵上段に
記載した。
２.複層林の材積は､上層木､下層木ごとにその該当する齢級欄に記載した。
３.小数点以下を四捨五入したため､各計と内訳が一致しないことがある。

-４２-

区 分 総 数
面 籾 材 積 成長堂

１ 齢 級
面 積 材 秋 成長愚

２ 齢 級
面 積 材 穂 成長量

総 数
7５

62,811

０

18,743

０

189

０
４１

０
０

０

０
０

355
0

２

０

０

立

木

地

総

数

人

工

林

総

数

単
廟
林

育

成

育
成
複
層
林

天

然

林

総

数

単
層
林

育

成

複
届
林

育

成

生

林

天

然

総 数

針

広

総 数

針

広

総 数
針
広

総 数

針

広

総 数
針
広
総 数
針
広
総 数
針
広
総 数
針
広

7５
61,223

4２

40,779
3３

20,443
7５

36,586
4２

35,855
3３

732

36,511
35,838
673
7５

7５
4２

１７
3３

5８
24,636

4,925
19,712

１

０
1

２
０

２
24,634
4,924
19,709

０
18,743

０

15,989
０

2,754
０

14,449
０

14,379
０

70
14,435

14,369

6６
０

1４
０

1１
０

３
4,293

１,６１０
2,684

０
０

０

０
０

０
4,293

1,610

2,684

0
189

0

1８１
０

８
０

167
０

166
0

１
167

166

１
0

０
０

０
０

０
2２

1４
８

０
０

０
０

０

０

2２

1４

８

０
４１

０
3４

０

７
０

3９
０

3４

０

５
2５

2０
５

０

1３

1３

２
０

２
０

０

２

２

0
０

０
０

０

０
０
０

０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
0

０

０

０
０

０

０
０

０
０
０

０

０

０

０
０

0
０

０
０

０
０

０

０

０
355

０

１３９
０

216
０

345
０

139
０

206
287

139
148
０
5８

5８

10
０

１O
１

１
０

10

１０

０
２

０

０
０

２
０

２
０

０
０

２
１

１

０
１

１

０
０

０
０

０
０

０

０

０
０

０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０

０
０

０

０
０

０
０

０
０

０

０

竹 林 1,276 q■ ■ Ⅱ■■ ■■■ ー ー q■■ q■■

無立木地 ３１２ ｑ■■ 一 ー ー 一



単位面種 : h a材積 :立木は千㎡成長趣 :千㎡ ‘

-４３-

３ 齢 級 ４ 齢 級 ５ 齢 級 ６ 齢 級
面 積 材 積 成長量 面 積 材 積 成長量 面 穣 材 積 成長壁 面 積 材 積 成長量

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
105 ７ １ 138 1９ １ 477 9０ ４ 686 152 ５
０ ０ ０ ０ ０ ０ 0 ０ ０ ０ 0 ０

105 ７ １ 138 1９ １ 477 90 ４ 686 152 ５
0 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0 ０ ０ ０ ０
6６ ６ １ １０９ 1７ １ 433 8７ ４ 581 140 ５
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0 ０ ０ ０ ０
3９ １ ０ 2９ ２ ０ 4４ ３ ０ 1０５ 1１ ０
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
8７ ７ １ 124 １８ １ 440 8７ ４ 582 140 ５
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

6６ ６ １ 109 1７ １ 432 8７ ４ 578 140 ５

０ ０ ０ ０ 0 ０ 0 ０ ０ ０ ０ ０
２２ １ ０ 1５ １ ０ ８ １ ０ ４ ０ ０
8７ ５ １ １２４ 1８ １ 437 8７ ４ 581 140 ５
6６ ６ １ 1０９ 1７ １ 430 8６ ４ 577 139 ５
2２ １ ０ 1５ １ ０ ８ １ ０ ４ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ 0 ０ ０ ０ ０ ０
0 ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ０ ０

０
２ 0 ０ １ ０ ０

０ ０ ０
1７ １ ０ １４ １ ０ 3７ ３ 0 １０３ 1１ ０

０ ０ ０ ０ ０ 0 ０ 0 ０ ２ ０ ０
1７ 1 ０ 1４ １ 0 3７ ３ ０ １０１ l l ０
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0 ０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０

２ 0 ０

1７ １ ０ 1４ １ ０ 3５ ３ ０ 103 1１ ０
０ ０ ０ ２ ０ 0

1７ １ ０ 1４ １ ０ 3５ ３ ０ 101 11 ０
一 ー ー ー

一 １■■ Ｉ■■ Ｉ■■ 一 ー



一 “ 一

７ 齢 級 ８ 齢 級 ９ 齢 級 1 ０ 齢 級
面 積 材 積 成長量 面 積 材 積 成長壁 面 積 材 積 成長量 面 積 材 積 成長量

1１ ０ ０ ４ ０ ０ ２ ０ ０ 1２ ０ 0
2,084 553 1４ 3,530 1,000 1９ 6,321 1,980 30 9,243 2,890 3４
１１ ０ ０ ４ ０ ０ ２ ０ 0 1２ ０ ０

2,084 553 1４ 3,530 １,０００ 1９ 6,321 1,980 3０ 9,243 2,890 3４
９ ０ ０ ２ ０ ０ ０ 0 0 ４ ０ 0

1,974 540 1４ 2,824 906 1８ 5,019 1,801 2８ 6,511 2,511 3３
２ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ０ ０ ７ ０ 0

1１０ １３ ０ 706 9４ １ 1,302 179 １ 2,733 380 ２
l１ ０ ０ ４ 0 ０ ２ ０ ０ 1２ ０ ０

1,909 528 1３ 2,788 894 1７ 4,891 1,763 2７ 6,105 2,385 30
９ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ０ ０

1,902 527 1３ 2,761 890 1７ 4,872 1,760 2７ 6,052 2,377 3０
２ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ０ ０ ７ 0 ０
７ １ ０ 2８ ４ ０ 1９ ３ ０ 5３ ８ 0

1,909 526 1３ 2,788 894 1７ 4,891 1,763 2７ 6,105 2,384 3０
1,902 525 1３ 2,761 890 1７ 4,872 1,760 2７ 6.052 2,376 3０
７ １ ０ 2８ ３ ０ 1９ ２ ０ 5３ ７ ０
１１ ０ ０ ４ ０ ０ ２ ０ ０ 1２ 0 ０
０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０
９ ２ ４

１ ０ ０ 0 １ ０
２ ２ ２ ７

０ ０ ０ ０ 0 ０ １ ０
175 2６ １ 742 106 ２ 1,430 217 ２ 3,138 505 ４
7２ 1３ ０ 6４ 1６ ０ 1４７ ４１ １ 459 １３３ ２
103 1２ ０ 678 9０ １ 1,283 176 １ 2,680 372 ２
０ ０ ０ ０ ０ ０ 0 ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

175 2６ 1 742 106 ２ 1,430 217 ２ 3,138 505 ４
7２ 1３ ０ 6４ 1６ ０ 147 4１ １ 459 133 ２
103 1２ ０ 678 90 １ 1,283 176 １ 2,680 372 ２

ー 一 ー ー ー ■■■ 一 ■■I■ ■■■

ー 一 １■■■ ｑ■■ ー Ｉ■■

一 ー ー



単位面積 : h a材積 :立木は千㎡成長趣 :千㎡

- 4 5 -

1 １ 齢 級 1 ２ 齢 級 1 ３ 齢 級 1 ４ 齢 級
面識． 材 禎 成長量 面 積 材 積 成長量 面 積 材 澗 成長量 面 積 材 稠 成長量

1９ ０ ０ ３ ０ ０ ３ ０ ０ 1２ ０ ０
13,970 4,214 3８ 9,426 2,584 1６ 4,626 1,292 ６ 3,041 1,021 ５

1９ ０ ０ ３ ０ ０ ３ ０ ０ 1２ ０ ０

13,970 4,214 3８ 9,426 2,584 1６ 4,626 1,292 ６ ３,０４１ 1,021 ５

８ ０ ０ ３ ０ ０ ３ ０ ０ ４ ０ ０

8,368 3,448 3７ 4,374 1,895 1６ 2,197 962 ６ 1,920 869 ５

1２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ８ ０ 0

5,602 766 ２ 5,051 690 ０ 2,429 330 ０ 1,121 152 ０

1９ ０ ０ ３ ０ ０ ３ ０ ０ 1２ ０ ０

7,703 3,227 3４ 3,779 1,680 1４ 1,751 813 ５ 1,542 744 ４

８ ０ ０ ３ ０ ０ ３ ０ ０ ４ ０ ０

7,545 3,205 3４ 3,625 1,660 1４ 1,713 808 ５ 1,533 742 ４

1２ ０ ０ 0 ０ ０ ０ ０ ０ ８ ０ ０

158 2２ ０ 153 ２１ ０ 3８ ５ ０ ９ ２ ０

7,703 3,224 3４ 3,779 1,679 1４ 1,751 812 ５ 1,542 742 ４

7,545 3,203 3４ 3,625 1,659 1４ 1,713 807 ５ 1,533 741 ４

158 2１ ０ １５３ ２１ ０ 3８ ５ ０ ９ １

1９ ０ 0 ３ 0 ０ ３ ０ ０ １２ ０ ０

０ ３ ０ ０ １ 0 ０ １ ０ ０ ２ ０

８ ３ ３ ４

２ ０ １ ０ 1 ０ １ ０

１２ ８
１ ０ １ ０

6,267 987 ５ 5,647 904 ３ 2,876 479 １ 1,498 277 Ｉ

823 243 ３ 749 235 ２ 484 １５４ １ 387 127 Ｉ

5,443 744 ２ 4,898 669 ０ 2,392 325 ０ 1,111 150 ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

6,267 987 ５ 5,647 904 ３ 2,876 479 １ 1,498 277 １

823 243 ３ 749 235 ２ 484 154 １ 387 127 １

5,443 744 ２ 4,898 669 0 2,392 325 ０ 1,111 150 ０
一 ー ー ー ■■， 一 ー ー - ー ー ー

ｑ■■ 一 一 ー 一 ー ー 一 一 ｡ ■ ■



口

-４６-

1 ５ 齢 級 1 ６ 齢 級 1 ７ 齢 級 1 ８ 齢 級
面 種 材 積 成長量 面 積 材 積 成長量 面 頼 材 積 成長量 面 積 材 積 成長量

４ ０ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

1,626 ６1０ ３ 1,435 ５５９ ２ 1,065 ４３６ ２ 1,324 564 ３

４ ０ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

1,626 ６１０ ３ 1,435 ５５９ ２ 1,065 436 ２ 1,324 564 ３

４ ０ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

1,227 555 ３ 1,140 ５１９ ２ 974 423 ２ 1,219 550 ３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

399 5５ ０ 295 4０ ０ ９１ 1２ ０ 105 1４ ０

４ ０ ０ ４ 0 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

895 ４３３ ２ 865 420 ２ ６１６ 291 １ 880 4２１ ２

４ ０ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

890 ４３２ ２ 865 420 ２ ６１５ 291 １ 880 421 ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

５ １ 0 １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０

895 432 ２ 865 418 ２ 616 291 １ 880 421 ２

890 431 ２ 865 418 ２ 615 291 １ 880 421 ２

５ １ 1 ０ １ 0 ０ ０

４ ０ ０ ４ ０ ０ 0 ０ ０ 0 ０ ０

０ 1 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

４ ４
１ ０ １ ０

731 178 １ 570 １４０ １ 449 145 １ ４４４ １４３ １

337 1２３ １ 275 9９ １ 359 132 １ 339 129 １

394 5５ ０ 295 4０ ０ 90 1２ ０ 105 1４ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0

０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

731 178 １ 570 １４０ 1 449 145 １ 444 １４３ １

337 123 １ 275 9９ 1 359 １３２ １ 339 129 １

394 5５ 0 295 40 ０ 90 1２ ０ 105 1４ ０
一 ー ﾛ■ ■ ー ー ■ ﾛ ■

■■■ ■■■ ー ー ー

一 ー ー I ■ ■ ー 一 ー



単位面積 : h a材積 :立木は千㎡成長量 :千㎡

-４７-

1 ９ 齢 級 2 0 齢 級 2 １ 齢 級 以 上
面 積 材 積 成長髄 面 積 材 積 成長盆 面 積 材 種 成長鼠

0 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
817 358 ２ 396 175 １ 517 235 １
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

８１７ 358 ２ 396 175 １ 517 ２３５ １
０ ０ ０ ０ ０ ０ 0 ０ 0

791 354 ２ 377 １７２ １ 503 233 １
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
2７ ４ ０ １９ ３ ０ 1４ ２ ０

・ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
６１７ 293 １ ３０６ 1４６ １ 322 158 １
０ ０ ０ ０ ０ ０ 0 ０ ０

６１７ 293 １ ３０６ １４６ １ 322 158 １
０ 0 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

６１７ 293 1 306 １４６ １ 322 １５８ １
617 293 １ 306 146 １ 322 １５８ １
１ ０

０ ０ ０ ０ ０ 0 ０ ０ ０
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

200 6５ ０ 9０ 2９ ０ 1９５ 7７ ０
174 6２ ０ ７1 2６ ０ 1８１ 7５ ０
2６ ４ ０ 1９ ３ ０ 1４ ２ ０
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

200 6５ ０ 9０ 2９ ０ １９５ 7７ ０
174 6２ ０ 7１ 2６ ０ 1８１ 7５ ０
2６ ４ 1９ ３ 1４ ２

ー q■■ 一 ー 一

一 ー ー ー ー ■■■



’

(2)制限林普通林別森林資源表

(注）小数点以下を四捨五入したため､各計と内訳が一致しないことがある。

｜
’

’
１

’

-４８-

区 分 総 数

総 数

面 積

材 租

成長赴

62,811

18,743

１８９

61,223

18,743

189

40,779

15,989

１８1

20,443

2,754

８

36,586

14,449

167

35,855

14,379

166

732

70

1

36,511

14,435

１６７

35,838

14,369

１６６

673

6６

１

7５

1４

０

1７

１１

０

5８

３

０

制限林

面 積

材 積

成長量

1８,０１５

6,082

6６

17,826

6,082

6６

13,776

5,540

6４

4,051

542

２

12,866

5,200

61

1２，７１１

5,188

6１

155

1１

０

12,804

5,190

6１

1２０７０３

5,182

6１

１０１

８

０

6２

1０

０

８

７

0

5４

３

０

普通林

面 積

材 稠

成長鉦

44,796

12,660

123

43,396

12,660

123

2７,００４

10,449

1１７

16,393

2,211

６

23,720

9,249

1０６

23,144

9,191

106

576

5８

０

23,707

9,246

1０６

23,134

9,187

106

573

5８

０

1３

４

０

９

４

0

４

０

０



単位面積:ha材種:千㎡、成長趾:千㎡

-４９-

竹 林

無立木地

総 数 伐 採
跡 地

立
地

末
木

24,636 4,925 19,712 １ ０ １ ２ 0 ２ 24,634 4,924 19,709 1,276 312 ２１ 291

4,293 1,610 2,684 ０ ０ ０ ０ ０ 0 4,293 1,610 2,684 一 一

2２ １４ ８ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 2２ 1４ ８ ー 一 一

4,960 1,064 3,895 ０ ０ ０ 4,960 1,064 3,895 125 ６３ ５ 5８

882 351 531 ０ ０ ０ 882 351 531 ー q■■ 一 一

５ ３ ２ ０ ０ 0 ５ ３ ２ q■■ 一

19,676 3,860 15,816 １ ０ １ ２ ２ 19,674 3,860 15,814 1,１５１ 248 1６ 233

3,411 1,258 2,153 ０ ０ ０ ０ ０ ３0４１1 1,258 2,153 ー - - 一

1６ l１ ５ ０ ０ ０ ０ ０ １６ 11 ５ ー 一 ー



(3)市町村別森林資源表

捨五入したため､各計と内訳が一致しないことがある。(注）

-５０-

区 分 総 数

総 数 面 積
材 積

62,810

18,743

61,223

18D743

40,779

15,989

20,443

2,754

36,586

14,449

35,855

14,379

732

7０

360511

140435

35,838

14,369

673

“

7５

1４

1７

1１

5８

３

和歌山市
面 積
材 積

5,753

989

5,559

989

1.505

462

4,054

526

495

122

372

118

122

４

495

122

372

１１８

122

４

海南市
面 積
材 積

3,888

６６４

3,677

６６４

816

282

2,861

382

805

266

739

257

6６

９

805

266

739

257

6６

９

紀美野町 面 積
材 積

９,６１９

2,861

90082

2,861

6,620

2,536

20461

326

６，別６

2,507

6,526

2,505

2０

２

6,546

20507

6,526

2,505

2０

２

０

０

０

０

紀の川市
面 積
材 積

１０,６２６

3,192

１０，４７４

3,192

6,539

2D613

3,935

579

5,506

2,281

5,464

2,276

4２

５

5.505

2,281

5,‘163

20276

4２

５

２

１

１

１

０

０

岩出町
面 積
材 積

10395

241

1,377

241

253

8４

1,124

1５７

1８１

5３

1０６

4９

7４

４

123

4５

106

4４

1６

１

5８

９ ５

5８

３

橋本市 面 積
材 菰

7,490

２320

7,387

２320

5,492

2,072

1,894

248

4,787

１786

4,486

１747

301

3９

4,787

１786

4,486

１747

301

3９

かつらぎ町 面 積
材 禰

９

３

973

509

９

３

694

509

7,811

3,268

1,883

241

７

３

671

2０１

７

３

5９１

1９７

7９

４

７

３

655

197

７

３

576

192

7９

４

1５

４

1５
,４

九度山町 面 種
材 積

３276

991

３233

991

2,313

869

920

122

２137

808

２119

806

1８

２

２137

808

２119

806

1８

２

高野町 面 稠
材 積

10,791

30976

10,739

3,976

90430

3,803

1,309

173

8,459

3,425

8,450

3,424

1０

１

8.459

3,425

8,450

30424

1０

１



単位面積 : h a材積 :立木は千㎡

ｰ

-５１-

竹 林

無立木地

総 数 伐 採
跡 地

立
地

未
木

24.636 4,925 19,712 Ｉ ０ １ ２ ２ 24,634 4,924 19,709 1,276 312 ２１ 2９１

4.293 1,610 2,684 ０ ０ 0 ０ ０ 4,293 1,610 2,684 ｡■■

5.064 1,133 3,931 5,064 １,１３３ 3,931 100 ９５ ８ 8７

867 345 523 867 345 523 ー

2,872 7６ 2,796 2,872 7６ 2,796 117 ９４ 9４

398 2５ 373 398 2５ 373 ー

2,535 9４ 2,441 ２ ２ 2,533 9４ 2,439 518 1９ ７ 1２

354 ３１ 323 ０ ０ 354 3１ 323

4,968 1,075 3,893 】 １ 40967 １,０７５ 3,893 1０８ 4４ ６ 3８

911 336 574 ０ ０ 910 336 574 ー

1,197 146 1,050 1,197 146 1,050 ４ 1３ １３

187 3５ 152 1８７ 3５ 152

2 , " O 1,006 1,594 2,600 1,006 1,594 1０１ ２ ２

534 324 ２１０ 534 324 210

2,023 220 1,804 2,023 220 1,804 ２５０ ２９ 2９

308 7２ 236 308 7２ 236 ー 一

1,097 194 903 1,097 194 903 ４２ ０ ０

183 6３ 120 １８３ 6３ 120 ー

2,280 981 1,300 ０ 0 2,280 981 1,300 3６ 1５ 1５

552 379 173 ０ 0 552 379 1７３ 一



(4)所有形態別森林資源表

小数点以下を四捨五入したため､各計と内訳が一致しないことがある。(注）

一

-５２-

区 分 総 数

総 数 面 種
材 租

62,811
18,743

61,223
18,743

40,779
15,989

20,“３
2,754

36,586
１４,４４９

35,855
14,379

732
7０

36,511
14,435

350838
14,369

673
6６

7５
1４

1７

1１

5８

３

県有林 面 種
材 積

389
8７

389
8７

129
4８

260
3９

158

4１

8４

3７
7５
４

9９
3２

8２
3１

1６
１

5９
９

１
６

5８
３

市町村
有 林

面 積
材 秋

1,386
330

1,351
330

645
237

706
9３

481
172

433
171

4８
１

481
172

433
1７1

4８
１

０
０

財産区
有 林

面 積
材 積

1,474
４１５

1,470
415

994
349

476
6５

623
237

６1５
236

８
１

623
237

６1５
236

８
１

０
０

私有林 面 積
材 額

59,584
17,920

58,036
17,920

39,035
15,354

1９,００１
2,566

35,323
１３,９９９

34,722
13,935

601
6４

35,307
13,995

34,706
13,931

601
6４

1６
５

1６
５



、

単位面積 : h a材積 :立木は千㎡

-５３-

竹 林

無立木地

総 数 伐 採
跡 地

立
地

未
木

24,636 4,924 １９,７１２ １ ０ １ ２ ０ ２ 24,634 4,924 19,709 1,276 ３１２ 2１ 291
4,294 1,610 2,684 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 4,294 1,610 2,684 ー ー

231 4５ １８６ ０ ０ 222 3６ 186 ０ ０ ０
4６ 1１ 3５ ０ ０ 3６ 1１ 2５ ｑ■■ ー

870 ２１２ 658 ０ ０ ８７０ 212 658 ９ 2７ ４ 2３
158 6７ ９１ ０ ０ 158 6７ 9１ ー 一

847 379 468 ０ ・０ 847 379 468 ４ ０
１７８ 113 ６５ ０ ０ 178 113 6５ 一

22,713 4,313 18,400 1 ０ １ ２ ２ 22,695 4,298 18,397 1,262 285 1７ 268
3,921 1,419 2,502 ０ ０ ０ ０ ０ 3,921 1,419 2,502 一



(5)制限林の種類別面積

-５４-

区 分

水
源
か
ん
養
保
安
林

土
砂
流
出
防
備
保
安
林

！安；
土
砂
崩
壊
防
備
保
安
林

■
Ｌ
ｑ

そ
の
他
の
保
安
林

計

保
安
林
施
設
地
区

砂
防
指
定
地

鍵 数 5,352 7,320 1３１ ５８0 13.383 ０ ９６６ ０ ３ 130 1０５ ０ 238 ０ 524 457

市

町

別

内

訳

和歌山市
海南市
橘本市
紀の川市
岩出市
紀美野町
かつらぎ町
九度山町
高野町

４９

694
6５

376
2.066

2.102

249
8０
571
2.450
414
1.790
1.172
3４
560

６
０
1４
2３
3４
９
3２
５
８

127
1１

250
154

1４

2４

-

４３１
９１

1.279
2.788
602
2,175
3,284
3９

2,694

1３
2６
146
222
８
9４
406
４
4７

３ 130 105 238
０
０
０
０
０
０
０
０ 524

２

5４

401



-５５-

保
全
地
域

自
然
環
境
保
全
法
に
よ
る
原
生
自
然
環
境

地
域
の
特
別
地
域

自
然
環
境
保
全
法
に
よ
る
自
然
環
境
保
全

全
地
域
の
特
別
地
域

自
然
環
境
保
全
法
に
よ
る
県
自
然
環
境
保

鳥
獣
保
霞
法
に
よ
る
特
別
保
護
地
区

都
市
緑
地
保
全
法
に
よ
る
緑
地
保
全
地
域

都
市
計
画
法
に
よ
る
風
致
地
区

林
業
種
苗
法
に
よ
る
特
別
母
樹
林

念
物
に
係
る
指
定
地
等

文
化
財
保
護
法
に
よ
る
史
跡
名
勝
天
然
記

そ

の

他

6,318 ０ 4.413 ０ 5１ ４２ 377 ０ ４７０ 5,121 ０ ０ ０ 1５８ ０ 1１６ ５ 370 ０
０ ０ 238 3８ 1１６ １
０ ０ ０ ４

1.597 1,597 ３ 3７ 1０７ 1４７ 1‘744
226 228 3５ 8８ 1２３ 351 20

０ ０ ０ ６ 8６
０ 10 ４ 1４ 1４

2,534 2.588 １ 6４ ６５ 2,653
０ ３ 118 1２１ 1２１

1,961 ０ ０ 9４ ５ 279



（６）樹種別面積表
( 単 位 面 積 : h a )

（７）特定保安林の指定状況
( 単 位 面 積 : h a )

(注）指定時における状況である。

（８）荒廃地等の面積
( 単 位 面 積 : h a )

-５６-

ス ギ ヒノキ マ ツ
コウヤ

マ キ

その他

針葉樹
クヌギ コナラ カシ類

その他

広葉樹
合 計

総 数 1７，６３３ 1６，４７６ ６，４７５ 10６ 8９ 4９４ ２１ １ 1９，９２８ ６１，２２３

人工林 １７，５９８ 1６，４３０ 1，７４０ 8２ ５ 4３８ 1２ ０ ２８２ ３６，５８７

天然林 3５ ４６ ４，７３５ 2４ 8４ 5６ ９ １ 1９，６４６ ２４，６３６

市 町 村

特 定 保 安 林

番 号
面 積

総 数 人工林 天然林 その他

要 整 備 森 林

箇所数 面 種
備 考

｜｜
該 当 な し

’
｜ ｜ ’

区 分 荒 廃 地 荒 廃 危 険 地

総 数 ４１９ 2６，２４０

市

町

村

別

内

訳

和 歌 山 市

海 南 市

橋 本 市

紀 の 川 市

岩 出 市

紀 美 野 町

かつらぎ町

九 度 山 町

高 野 町

０

０

1２

２１

２

１

1６５

９

２0９

０

2，８２３

2，０２５

6，１０２

7０７

6，２７７

4，８１９

7６０

2，７２７



（９）森林の被害
( 単 位 面 積 : h a )

(注）過去３カ年の被害実面積である。

(10)防火線等の整備状況
該当なし

､

-５７-

種 類 火 災 干 害 水 害 松くい虫 ノウサギ シ カ

年 度 2０ ２１ 2２ 2０ ２1 ２２ ２0 ２１ ２２ ２０ 21 2２ 20
■
ｄ
■
■
■
０
９
▲
■
■
▲
■

2１
■

１

１

１

１

■

2２ 2０ ２１
■
』
■
■
▲
■
■
■
■
■
凸
■
宇
一
■

2２

総 数 ０ ０ １ 1３
１

１

１

１

１

■

5７ 1０９
■
３
．
０
■
０
日
１
日
Ｉ
■

４

１

１

１

１

■

２ ３
■
ｐ
■
■
■
■
■
、
■
■
■

２

市

町

村

別

内

訳

和歌山市

海 南 市

橘 本 市

紀の川市

岩 出 市

紀美野町

かつらぎ町

九度山町

高 野 町

０ ０

０
日

０

-

０

-

０

８

■

Ｉ

Ｏ

Ｏ

８

０
■

０

０

１

日

■

６

０

０

０

１

０

０

１

１

１

２ ４ ７

１ １ 3７

10 5０ 5５

１ ３ ３

０ ０ ０

０

７
；；
O l O l

Ｑ ■

８

０

．

０

二

９

０

■

１

０

０

日

０ １ １

１ ２ １



３．林業の動向

（１）保有山林規模別林家数
(単位人数：人）

(注）平成２２年度森林現況調査による。

-５８-

区 分 総 数 l h a " 1-5ha" 5-10ha" 10-50ha" 50haML

総 数 2２，２０４ １１，３７７ ８,１７７ 1，５４２ 1，０２８ 8０

市

町

村

別

内

訳

和 歌 山 市

海 南 市

橘 本 市

紀 の 川 市

岩 出 市

紀 美 野 町

かつらぎ町

九 度 山 町

高 野 町

2，６２２

2，９００

3，５５６

3，２６４

2０４

3,１４９

2，９５２

1,１５１

2，４０６

１,５７２

1，９９５

2,０５８

1,６１２

6９

1，３４１

１,３３４

5８２

８１４

８３６

７８５

１,２１３

１，２７５

８２

１，３２９

1,１５１

４１４

1,０９２

1２８

８６

1７５

２１２

２０

２８３

２６１

８６

２９１

7８

30

1０３

１４６

2９

1９３

1８９

6５

1９５

８

４

７

1９

４

３

1７

４

1４



（２）森林施業計画の認定状況
( 単 位 面 積 : h a )

(注） 平成２３年３月３１日現在
総数及び私有林の認定人数については、１
ならないため市町村別の記載を省略する。

①

●

１

２ 市町村間の重複が多く．有意な数値と

-５９-

区 分
総 数

人 数 面 積

公 有 林

人 数 面 積

私 有 林

人 数 面 積
備 考

総 数

市

町

村

別

内

訳

和 歌 山 市

海 南 市

橋 本 市

紀 の 川 市

岩 出 市

紀 美 野 町

かつらぎ町

九 度 山 町

高 野 町

5，６９３ ２０，０８９

q■■■■

2，９３７

２，１０５

1,７７５

7,２５０

7２２

5，３００

３0 ８５７

一

ー

７２８

ー

１

1００

５

2３

5，６６３ 1９，２３３

-

2，９３７

1，３７７

-

1，７７４

7，１５１

71７

5，２７７



（３）森林組合及び生産森林組合の現状

ア ． 栂 成
( 単位員数：人、金額：千円、面積 : h a )

(注）平成２２年度県業務資料による。

-６０-

市 町 村 別 組 合 名 組合員数
常 勤

役職員数

出 資 金

総 額

組合員所有
(X畑合陽箇）
森 林 面 積

備考

果

木

且

ユ

コ

総 数
和 歌 山 市
海 南 市
紀 美 野 町
橘 本 市

紀 の 川 市

かつらぎ町
九 度 山 町

高 野 町

７組合

和 海 森 林 組 合

橘本市森林組合

那賀広域森林組合

かつらぎ町森林組合
九度山町森林組合
高 野 町 森 林 組 合
高野山寺領森林組合

５，２８８

１,４３７

1，４５５

２４８

1，１１９

４２６
５４５

５８

２０

２

２

１

６

０

６

３

6１，２２６

3３，２３６

5，９５４

4，２４２

１２,３４７

8００
3，４４７

１,２００

3７,８０３

8，７７９

5，３９３

4，０９４

8,０９０

1，９４４
7，２７０

2，２３３

|： 総 数
紀 の 川 市

１組合
尼寺体壷嚢林組合

９１

９１

０

０

1，９００

1,９００

1０

1０



（４）林業事業体の現況
(単位：事業体数）

１．造林業、保育業、素材生産業者数は2005年農林業センサスによる。業者数はそ
れぞれ重複を含む。

２．木材・木製品製造業の製材業、その他(チップ生産を記載)については、木材・
製材・チップ業登録による(H23年７月末現在)。業者数はそれぞれ重複を含む。

３．その他については、工業統計調査結果報告(平成21年12月３１日現在)による家具
・装備品製造業（従業員４人以上の事業所）を記載した。

(注)１

- ６１ -

区 分 造林業
保 育 業

下刈り 間 伐

素 材

生産業

ﾎ湘議
(鋤ホ
諦鳥）

ﾎ#･綴殿殿

製材業 その他
そり脳

総 数 ４ l l 1３ ７ 6０ ６ 10６

市

町

村

別

内

訳

和歌山市

海 南 市

橋 本 市

紀の川市

岩 出 市

紀美野町

かつらき町

九度山町

高 野 町

１

■■■■■

１■■■■

２

一

１

３

１

１

３

３

３

２

■■■■

■I■■■

１

３

一

４

１

４

一

一

２

一

一

ー

2６

８

７

７

１

２

７

ー

２

１

一

２

１

２

■■■■Ｂ

8６

10

２

５

１

１

-

１



（５）林業労働力の概要
林業就労者は、平成１７年国勢調査によると県内1 , 0 21人で平成２年の同調

査に比べて５６％、平成１２年に比べて２７％の減少を示している。また、60歳
以上の就業者の年齢櫛成をみると、平成２年の３６％が、平成１２年には４８％と
高齢化が進んでいたが、平成１７年には４２％に減少するなど都会からのＩターン
者をはじめとする緑の雇用による新規就業が県下各地で進み、新たな担い手として
期待を集めている。

＜林業労働力の推移＞

(資料）国勢調査による。

（６）林業機械化の保有状況
一般林業機械の保有状況は下記のとおりで、これまでは、地形が急峻なことと、

それに起因する路網整備の不十分さから、架線の索張り技術が発達し、集材機等の
架線系林業機械が主体であった。しかし近年では、低コスト林業の推進により、高
性能林業機械の導入が進んでいる。

＜林業機械の保有台数＞ (単位：セット、台／県）

-６２-

区分／年 平成２年 平成７年 平成１２年 平成１７年

３０才未満 ９７ １２８ １０７ ８２

３０～５９ １， ３７３ ９４９ ６１２ ５１０

６０歳以上 ８４２ １ , ００１ ６７４ ４２９

計 ２， ３１２ ２ ９ ０７８ １, ３９３ １ｐ ０２１

機 械 種 名 摘 要 台 数

高

性

能

林

業

機

械

プロセッサ

ﾉ ､ - ベ ス タ

フォワーダ

タワー・ヤーダ

スイング・ヤーダ

フェラーパンチャ

スキッダ

枝払い・玉切りする自走式機械

伐倒・枝払い・玉切りする自走式機械

積載式集材専用車鞆
元柱を具備した自走式集材機械
簡易索張が可能で、旋回可能なブームを装倫する典材樋械

立木を伐倒、集積する自走式機械

牽引式集材専用のトラクタ

２７

７

1４

２

2０

ー

一

そ
の
他
林
業
機
械
・
器
具

グラップル・ソー

索

道

索道重戯式
索道動力式

集
材
機

小型集材機
大型集材機

巻立・玉伐り自走式機械

動力１ 0 p s 未 満

動 力 １ 0 p s 以 上

４

1８

2５

9６

1６３



(注）林業機械保有状況調査による。（平成２１年３月３１日現在）

（７）作業路網等の整備の概況
林道の補助的な道路としての役割を果たす作業道は、林業労働負担の軽減や間伐

等の保育施業の積極的な推進などから、森林組合等が中心となり、各種補助事業を
活用し開設してきた。このことにより、本計画区では平成２２年度末で１７８km
が供用されている。近年の作業道は、保育施業用としてだけではなく、低コスト林
業を推進していくうえで、高性能林業機械の開発・導入と併せて、間伐材の搬出等
の素材生産コストを低減し、林業収益を向上させる基盤として、益々その重要性は
高まっている。

-６３-

機 械 種 名 摘 要 台 数

そ

の

他

林

業

機

械

・

器

具

モノケーブル

リモコンウインチ

自走式搬器
モ ノ レ ー ル

小型運材車

ﾎｲｰﾙﾀｲﾌﾟトラクタ

ｸﾛｰﾗﾀｲﾌﾟトラクタ

育林用トラクタ
フォクリフト

フォークローダ

レ

ン

ク
″
一

運材機能なし

運材機能あり

グラ
ップ
ノレ

クレーン付

トラック

トラクタショベル

ショベル系掘削機械

チ ェ ーン ソ ー

ﾁｪｰﾝｿｰ付きﾘﾓｺﾝ装置

刈払機

植穴堀機

動力枝打ち機

苗畑用トラクタ

樹木粉砕機

ジグザグ集材施設

ﾘﾓｺﾝ､ラジコンによる可搬式木寄せ機

懸垂式含む

動 力 ２ 0 p s 未 満

動 力 ２ ０ p s 以 上

林内で集材等の作業を行うﾎｲｰﾙﾀｲﾌﾞのﾄﾗｸﾀ
上記でｸﾛｰﾗﾀｲﾌﾞのトラクタ

主として地栫え等の育林作業用

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ、ﾎｲｰﾙｸﾚｰﾝ等

クレーン付きタイプ

グラップルローダ作業車

グラップルローダ付きトラック

搬出、育林用等に係わる土工用
搬出、育林用等に係わる土工用

リモコンチェーン・ソー架台

携帯式刈払機

自動木登り式

背負い式等で上記以外

伐倒木、伐根、枝条等を粉砕する機械

８

lO

1９

９１

２１

1７

１

１

-

9５

６

1７

5２

4３

３

７

3７

4,６３０

1５

6，８２３

1５

４１

2１

６

１



４．前期計画の実行状況

（１）伐採立木材積
(単位材積：千m3，実行歩合 :% )

(注）実行欄には、前計画の前半５ヶ年分の実行量を記載した。ただし、本計画の樹立
年度の実況髄については、見込盆である。

（２）人工造林及び天然更新別面積
（ 単 位 面 積 : h a 、 実 行 歩 合 : % )

(注）（１）の擁に同じ。

（３）基幹道路の開設又は拡張の数量

(注）１．．（１）の注と同じ。

-６４-

区 分

伐 採 立 木 材 積

計 画 実 行 実 行 歩 合

主伐 間伐 総数 主伐 間伐 総数 主伐 間伐 総数

総 数 2２７ 4６０ 6８７ 4９ 1８６ ２３５ ２２ ４０ 3４

針葉樹 2１６ 4６０ 6７６ 2６ 1８６ ２１２ 1２ ４０ 3１

広葉樹 １１ ０ l１ ２３ 0 ２３ ２０８ ０ 2１０

総 数 人 工 造 林 天 然 更 新

計 画 実 行 蔦ガザ合 計 画 実 行 訴歩合 計 画 実 行 翼Ｗ歩合

1，２３４ 2３１ 1９ 6９２ １１１ １６ ５４２ 1２１ ２２

開 設 延 長

計 画
(km)

実 行
(km)

奥行歩合
．（%）

拡 張 箇 所

計 画
(km)

実 行
(km)

奥行歩合
(%）

基幹路網

うち林業専用道

４1
●

０

１

０

３

０

４３

０

６

０

1４

０



（４）保安施設の数量
ア．保安林の指定又は解除の面秋

( 単 位 面 積 : h a 、 実 行 歩 合 % )

(注）（１）の注に同じ。

イ．保安施設地区の指定
（ 単 位 面 積 : h a 、 実 行 歩 合 % )

(注）（１）の注に同じ。

ウ．保安施設事業等
(単位地区数、実行歩合％）

(注）（１）の注に同じ。

一 “ 一

種 類
、 計 画

計 画 実 行 宴『歩合

解 除

計 画 実 行 実行聯合

水源かん養保安林 1９0 1７１ 90 ０ ０

土砂流出防備保安林 4６０ 3４０ 7４ ５ ６ 1２０

土砂崩壊防備保安林 2０ ０ ０ ０ ０

その他保安林 2６３ ０ ０ １ ０ ０

面 積

計 画 実 行 実 行 歩 合

０ ０

区 分
箇 所 数

計 画 実 行
実行歩合

総 数 9１ 1０６ １１６

市

町

村

別

内

訳

和 歌 山 市

海 南 市

橋 本 市

紀 の 川 市

岩 出 市

紀 美 野 町

かつらぎ町

九 度 山 町

高 野 町

２

・ ３

８

１３

２

２７

２２

９

６

０

０

８

８

０

30

4６

０

１４

0

０

１0０

6２

０

１１１

2０９

０

2３３



（５）要整備森林の施業の区分別面積
（ 単 位 面 積 : h a 、 実 行 歩 合 % )

(注） （１）の注に同じ。

口 -６６-

施業区分 計 画 実 行 実行歩合

造

林

総 数

人工造林

天然更新

ー ー

一

一

一

保 育 一

伐

採

総 数

主 伐

間 伐

-

■■Ⅱ■■■

６０

■■■■

６0

ー

ー

1０0

そ の 他



５．林地の異動状況（森林計画の対象森林）

（１）森林より森林以外への異動

( 単 位 面 積 : h a )

(注）前計画の前半５ヶ年に対応する移動面積を記載。

（２）森林以外より森林への異動

( 単 位 面 領 : h a )

(注）前計画の前半５ヶ年に対応する移動面積を記載。
1

-６７-

農用地
ゴルフ場等
レジャー
施設用地

住宅、別荘、工
場等建物敷地
及びその付帯地

採石採土地 その他 合 計

４ ０ 1２０ ８ ７７ ２０９

原 野 農 用 地 そ の 他 合 計

０ ０ ０ ０



６．森林資源の推移

（１）分期別伐採立木材積等
(単位面積 : h a 、材積：千m 3，延長 : k m )

注）四捨五入により各数値と合計が一致しない場合がある。

- ６ ８ -

分 期 Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅷ Ⅷ

伐

採

立

木

材

積

総

数

主

伐

間

伐

総 数

針 葉 樹

広 葉 樹

総 数

針 葉 樹

広 葉 樹

総 数

針 葉 樹

広 葉 樹

5５７

5３７

20

1９７

1７７

2０

3６０

3６０

ー

8６３

8２６

３７

3８３

3４６

３７

４８０

４８０

一

９２０

８８３

３７

４４０

４０３

３７

４８0

４８0

９２０

８８３

３７

４４０

４0３

３７

４８０

４８０

９２０

８８３

３７

４４０

４０３

３７

４８０

４８０

一

９２０

８８３

3７

４４0

４０３

3７

４８０

4８０

ｑ■■■■

9２0

8８３

3７

4４0

4０３

3７

4８０

4８０

ー

9２０

8８３

3７

4４０

4０３

3７

4８０

4８０

ー

造
林
面
積

総 数

人工造林

天然更新

7３３

5０９

2２４

１,１６７

８６５

３０２

１，２８６

９８４

３０２

1，２６１

９５９

３０２

１,２４９

９４７

3０２

1,２４０

9３８

3０２

1，２４１

9３９

3０２

1，２４０

9３８

3０２

林道開設延長 ０ ５０ 一 ー 一 ー ー
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０
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ｌ

１

Ｐ

ｂ

ｌ

ｌ

ｌ

卜

-
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Ｉ
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Ｊ
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ｌ
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(2)分期別期首資源表

１
- の ｡ - ー ＝ ー ー - - - -

０

」

- ７ ０ -



- ７ １ -

面 積
11.12齢級 13.14齢級 15.16齢Ｉ 比 １７．１８齢級 19.20齢級 21齢級以上 材 積

23,418 7,682 3,070 2,389 １．２１４ ５１７ 18.755
11,504 3,308 1,769 1.496 ９２３ 322 140462
11,482 3.293 1,760 1.496 ９２３ 322 14.441
2３ 1５ ８ ０ ０ 0 1４

11,914 4,374 10301 893 ２９１ 195 4.293

０ ０ ０ ０ ０ ０ （
１１,９１４ 4,374 1,301 893 ２９１ 195 4.293
23,008 13,921 4.627 2,469 2,115 900 19,695
13,606 5,412 2,415 1,464 1,485 627 15,161
13,469 5,406 2,398 1,459 1,485 627 15,043
137 ６ 1６ ４ 0 ０ 118

9,402 8,509 2,212 11005 ６３０ 273 4,534

０ 0 ０ ０ 0 ０ 0
9.402 8.509 2.212 1.005 ６３０ 273 4.534
15.316 22,690 7,483 2,958 2,313 1,679 20,433
100755 10,815 3,162 1,699 1,462 1,237 15,544
10,441 10,748 3,147 1,690 1,462 1,237 15,325
３1４ 6７ 1５ ８ ０ ０ ２１９

4,561 １１"876 4,321 1,259 ８５１ 442 4.889

０ ０ 0 ０ ０ ０ ０
4,561 11,876 4,321 1.259 ８５1 442 4.889
9,629 22,053 13,486 4,443 2,366 2,934 21,190
7,464 12,700 5,049 2,287 1,417 2,094 15,725
7,165 12,342 5,043 2,270 1,412 2,094 15,390
299 358 ６ １６ ４ ０ 335
2,165 9,353 8,437 ２,１５６ 949 840 5,465

0 ０ ０ ０ ０ ０ ０
2.165 9,353 8,437 2,156 949 840 5｡‘ 字も■夕

5.440 14,746 21,764 7,256 2,847 30911 21,9
4,530 10,234 9,960 2,991 1,644 2,682 15,1
4,332 9,586 9,849 2,976 1,635 2,682 15,：324

■■■■■■■

199 648 １１１ １５ ８ ０ 。

■■■■■■■

458
９１０ 4,512 11,804 4,265 1,203 13229 6,120

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
９１０ ４．５１２ 11.804 ４．２６５ 1.203 1.229 6.120
2,634 9,240 21,100 13,098 4野308 5.217 22,509
2,363 7,125 11,819 4,717 2,208 3,491 15,732
2,267 6,620 １１,２３０ 4,711 2,19 ’ 3 , 4 8 7 ･15,152
９１ ５ ０ ４ 589 ６ 1６I ４ 580
2７ 2,１１６１ ９ , ２ ８ １ 8,381 2,100Ｉ 9725 6,777

０ ０ ０ ０ ０ （
271 2｡116 9,281 8.381 2.100 1.725 ６
１DM８ 5ｮ135 14,166 20,905 7.094 6,672 22.98
955 4,274 9,726 9,157 2,885 4,303 15,6
954 3,984 8 , 7 “ 9,003 2,870 4,295 14,915
０ 291 982 155 1５ ８ 697

133 861 4,440 11,748 4,209 2,368 7,377

２ ０ ０ ０ ０ ０ ０
131 861 4.440 11.748 4.209 2.368 7.377
566 2.451 8,805 20.159 12,793 9,426 23.24
522 2,229 6,761 10,934 4,468 5,665 15050
522 2,099 6,051 1０，１１４ 4,462 5,644 14,69』
０ 130 710 ８１９ ６ ２１ 80‘
4４ 222 2,044 9,225 8,325 3,761 7,747

２ 0 ０ ０ ０ 《 ０
4２ 222 2.044 9.225 8.325 3．７６ 7.747
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